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2.
最も重要な技術革新および装備
	装備
	標準/
オプション

	 
	 

	エアロダイナミクスと気流制御
	 

	–
低空気抵抗係数 (0.29)/リア アクスル揚力
前後方向運動性能の優れたパフォーマンス、
走行特性および低燃費を実現
	標準装備

	–
トランク リッドとテール ライトに一体化されたスポイラー
	標準装備

	–
エア フラップ コントロール、優れた流量制御と熱管理を実現
	標準装備

	–
スムーズなフラット アンダーフロア、車両の空気抵抗係数を改善
	標準装備

	 
	 

	ドライブ トレインと走行特性
	 

	–
4.4 リッター V8 パワー ユニット
（245 kW[333 ps]/6,100 rpm、450 Nm/3,600 rpm）ダブル VANOS、
バルブトロニック、可変インテーク マニホールド付き
	標準装備

	–
6 速マニュアル トランスミッション、エンジン トルクの最適利用
	標準装備

	–
6 速オートマチック トランスミッション
マニュアル シフト用ステップトロニックおよびギア シフト プロセスをドライバー個人の運転スタイルと走行状況に合わせるアダプティブ トランスミッション マネージメント（AGS）付き
	オプション

	–
6 速シーケンシャル マニュアル トランスミッション (SMG)、
ステアリング ホィールのパドル スイッチまたはシフト レバーによる瞬時のギア シフト、クラッチ ペダル操作不要
	オプション

	–
2 チャンバー エグゾースト システム
	標準装備

	–
ダイナミック スタビリティ コントロール（DSC8）
シャーシ コントロール システム 
	標準装備

	–
アンチロック ブレーキ システム（ABS）
非常に短い、安全な停止距離

	標準装備

	–
オートマチック スタビリティ コントロール（ASC）
エンジン回転数を変化させてトラクションを向上
	標準装備

	–
ダイナミック トラクション コントロール（DTC）
特に凍結路面でのトラクション アシスト
	標準装備

	–
エンジン ブレーキ トルク コントロール
負荷変動による影響の低減
	標準装備

	–
コーナリング ブレーキ コントロール (CBC) 、

コーナリング時に内側のリア ホィールにブレーキをかけて
車両の安定性を向上
	標準装備

	–
エレクトロニック コントロールド デセラレーション（ECD）

 
アクティブ クルーズ コントロールと併せて作動

	標準装備

	–
エレクトロニック ブレーキ フォース ディストリビューション（EBFD）

4 個すべてのホィールに最大限の制動力を適用
	標準装備

	–
ブレーキ パッド摩耗モジュール（BPWM）


ブレーキ パッドの摩耗限界を適切な時期にドライバーに通知
	標準装備

	–
ダイナミック ブレーキ コントロール（DBC）
	標準装備

	–
アクティブ ステアリング
走行速度に応じてステアリング ギア比を変化
	オプション

	–
ダイナミック ドライブ
ハイドロリック アクティブ サスペンション コントロール システムとして作用し、ボディ ロールを最低限に抑えることにより、優れたスポーツ性、安全性、快適な操作性を実現

	オプション

	–
ドライビング ダイナミック コントロール（DDC）
一段と優れたサスペンション性能を実現
	標準装備

	–
より敏感にアクセル ペダルに反応
	

	–
オートマチック トランスミッションをスポーツ プログラムに変更
	

	–
ギア回転をより高速化、SMG によるすばやいシフト
	

	–
サーボトロニックとダイナミック コントロール制御曲線の統合
	

	–
スピード コントロール機能作動時のより俊敏な加速
	

	
	

	走行快適性
	 

	–
ヘッドアップ ディスプレイ（HUD）


ドライバーから直接見える範囲内に情報を投影
	オプション

	–
iDrive とロー バージョン コントローラー
（24 種の設定、4 方向のコントローラー調整方法）、6.5 インチ カラー ディスプレイとメニュー構造の簡略化
	標準装備

	–
ハイ バージョン コントローラー
（Professional  ナビゲーション システム）


可変タッチ エフェクト内蔵、24 種の設定と 8 方向コントローラー 


8.8 インチ カラー ディスプレイ
	オプション

	–
向上した音声入力、簡単操作を実現
	オプション

	–
コネクティッド ドライブ
インターネット アクセスとオンボード テレマチック サービスを実現
	オプション

	–
スポーツ ステアリング ホィール、多機能プログラミング スイッチ付
	標準装備

	–
オートマチック エア コンディショナー
最適な暖房および冷房性能を実現。大気中の汚染物質モニター
（自動内気循環機能 AUC II）およびウィンドウ ミスト センサー付
	標準装備

	–
ガラス製パノラマ ベント ルーフ
561 x 810 mm、電動ルーフ ライナー、ルーフおよびインテリア ライニング間の挟み込み防止付き
	オプション

	–
アクティブ クルーズ コントロール（ACC）


前方車両との車間距離を自動制御
	オプション

	–
HIFI オーディオ システム
最高音質の音楽環境とエンターテインメントを提供
	標準装備

	–
TOP HiFi
Logic7 機能によりトップ エンドのオーディオ クオリティーを実現

	オプション

	–
カー & キー メモリー（CKM）


最大 4 人のユーザーのための調整機能
	オプション

	–
パーク ディスタンス コントロール（PDC）
音響信号と視覚情報による警告
	オプション

	–
自動ケーブル調整、パーキング ブレーキ用
	標準装備

	–
センター コンソール上のカップ ホルダー、2 個
	オプション

	 
	 

	ライトウェイト テクノロジー
	 

	–
軽量アルミ製フロント構造（WRAF）
	標準装備

	–
アルミ製フロント アクスル
	標準装備

	–
アルミ製の強化型インテグラル リア アクスル
	標準装備

	–
新しい摩擦溶接技術を施したアルミ製プロペラ シャフト
	標準装備

	–
軽量ブレーキ ディスク、アルミ製
	標準装備

	–
アルミ製スイング キャリパー ブレーキ、

フェードしない、より大きな制動力（フロント）
	標準装備

	–
軽量熱可塑性樹脂製フロント サイド パネル
	標準装備

	–
アルミ製エンジン フード、軽量化
	標準装備

	–
アルミ製ドア、軽量化
	標準装備

	–
SMC 複合樹脂製トランク リッド、リア スポイラーを一体化
	標準装備

	–
Superlite 製アンダーフロア、35 ％ の軽量化
	標準装備

	 
	 

	エコロジー
	 

	–
数多くの改善による優れた低燃費
	標準装備

	–
エンジン回転数を低減するの 6 速ギア
	標準装備

	–
直歯車、トランスミッション ノイズを最小限に低減
	標準装備

	–
ロングライフ オイル（トランスミッション フルードは交換不要）
	標準装備

	–
優れたエミッション コントロール、Euro 4 基準、米国の LEV をクリア
	標準装備

	–
卓越した防錆処理、ステンレス製エグゾースト システム
	標準装備

	–
フューエル タンクとフィラー パイプの押出しラミネート表面
	標準装備

	–
タンクに内蔵された均等化リザーバー、より少ない浸透（拡散）
	標準装備

	–
タンク漏れ診断モジュール、米国仕様
	標準装備

	 
	 

	安全性
	 

	–
優れた衝突安全性、超高剛性ボディにより実現
	標準装備

	–
最適化されたレストレイント システム（以下を含む）
	標準装備

	–
AHPS ヘッド エアバッグ、カーテン カバー付き
	標準装備

	–
助手席エアバッグ、ダッシュ パネル内、目に見える破断用ライン無し
	標準装備

	–
ニー エアバッグ、運転席と助手席用（米国仕様のみ）
	標準装備

	–
セーフティ ステアリング コラム、クラッシュ エレメント付き
	標準装備

	–
ステアリング ホィール、変形可能なスポーク付き
	標準装備

	–
軽量ブレーキ システム、EBFD 付き
（ドライビング ダイナミクスを参照）
	標準装備

	–
継続的なブレーキ ライニング摩耗インディケーター、

サービス交換時期をドライバーに通知
	標準装備

	–
アドバンスト セーフティ エレクトロニクス（ASE）
乗員安全性向上とオンデマンド エアバッグ コントロールによる修理費用の削減
	標準装備

	–
アシスト テレマチック、エマージェンシー コール機能、

車両位置の自動通知、サービス コンセプトなどを含む
	オプション

	–
タイア空気圧警告、
1 個または複数のタイアの空気圧が 30 ％減ったとき、ドライバーに音響および視覚信号で警告
	標準装備

	–
ランフラット タイア
タイアがパンクして空気が完全に抜けた状態でも一定距離を走行可能
	標準装備

	–
バイキセノン ヘッドライト、道路前方の最適な照明
	標準装備

	–
アダプティブ ヘッドライト
道路、特にカーブでの照明を改善
	オプション

	–
テール ライト
LED 技術とライト コンダクター ロッド、3D ブリリアント ルック
	標準装備

	–
アダプティブ フォース ディスプレイ付きブレーキ ライト
ドライバーがブレーキ ペダルを踏むときの強さを表示
	標準装備

	–
すべてのウィンドウとガラス製ベント ルーフ上の挟み込み防止
	標準装備

	–
ライト パッケージ
	オプション

	–
ドア エリア照明
	 

	–
照明付きエントリー ストリップ
	 

	–
照明付きマップ ポケット
	 

	–
照明付きドア オープナー
	 

	–
パワー マネージメント
過酷な状況下でもスムーズな始動を保証
	標準装備

	 
	 

	その他の装備品
	 

	–
エンジン マネージメント 
ME 9.2.1、V8 パワー ユニットのさまざまな機能をひとつのコントロール ユニット/プロセッサーに統合
	標準装備

	–
メディアオリエンティッド システム トランスポート（MOST）
マルチメディア ネットワーク、命令、オーディオ、ビデオ、グラフィック信号を伝達するライト コンダクター リングとして作動。個別のケーブルは不要、後付けが容易
	標準装備

	–
KL30 g ターミナル、必要のない電装品をオフにする
	標準装備

	–
顧客固有のワイア ハーネスと高抵抗光波コンダクター
重量とメインテナンス費用の削減
	標準装備

	–
MMI オーディオ システム コントローラー（M-ASC）
個々の車載オーディオ システムの最適なコンビネーション
	標準装備

	–
カー コミュニケーション コンピューター
複数の電子コンポーネントを接続するプラットフォームとして使用、フレキシブルなオプションを提供
	オプション

	–
テレサービス コミュニケーション
車両/ドライバーとディーラー/BMW 間、よりハイレベルの顧客サービス
	標準装備


3.
ニュー 645Ci
（ロング ストーリー）
そう、まだまだ姿を消してなどいません。本物の情熱を秘めたクルマ！
卓越したスタイルとエレガンス、そして魅力的な外観とキャラクターで、あなたの心を一瞬のうちに捉えてしまうクルマ。BMW ニュー クーペはまさしくそんなクルマなのです。移動手段というより人生を表現するスタイルとして、ニュー 645Ci には完成された技術と傑出した個性、スポーティなキャラクター、それに魅力的な駆けぬける歓びが一体となっています。
高級ハイ パフォーマンス クーペの代名詞ともいえる BMW 6 シリーズは、どこから見てもまさしく典型的な BMW です。前方へと滑らかに伸びたエンジン フードに代表されるダイナミックなプロポーション、やや後ろ寄りに配置されたキャビン、ロング ホィール ベース、フロントとリアの短いオーバーハングと、ボディを包む力強いカーブが示すように、その外観にはパワーがみなぎっています。どの角度から見ても、BMW 6 シリーズ クーペは、光と影が絡み合う、新鮮で魅力的なスタイリング。
見るからにエレガントで滑らかに、そのハーモニックなラインとショルダーの力強さは、まるで空中に漂っているかのような印象を与え、印象的なリア エンドに一体化されたスポイラーと左右から 1 本ずつのエグゾースト パイプは、このクルマがあらゆる駆けぬける歓びをもたらすために生み出された最高のアスリートであることの証しです。完璧に仕上げられたサラブレッドが、今まさに、意識を集中し、決意を秘め、そして毅然として出番を待っています。
この最高レベルの作品は、広範囲にわたる最新の技術革新によって成し遂げられました。ニュー 6 シリーズは自動車技術の点でも最高レベルに位置し、このクラスのベンチマークとなりました。アクティブ ステアリング、ダイナミック ドライブ、SMG トランスミッション、アダプティブ ヘッドライト、インテリジェント ライトウェイト テクノロジー、ヘッドアップ ディスプレイ、音声入力付き iDrive 等々、最も重要な技術革新のほんの一部を挙げてみただけでもこの通りです。
エクステリア：パワフル、エキサイティング、エモーショナル

どの角度から見ても 645Ci はパワフルな存在感を発散させています。力強いキャラクター ラインは、始まりや終わりを感じさせることなく、ボディに沿って滑らかに流れ、フロント、サイド、リアをひとつに融合しながら、調和を保った統一体として、生命を吹き込まれた完璧な彫刻作品のイメージを創り出しています。表面の凹凸が織り成す陰影は、パワーと純粋な情熱をみなぎらせ、これが視覚的にエキサイティングな感情を呼び起こし、ひとときも飽きさせることがありません。これは、クーペにおける真の優れたデザインであるばかりか、ニュー 6 シリーズに見紛うことなき独自のスタイルを与えている、ユニークで芸術的ともいえるキャラクターなのです。
このユニークなスタイルと外観にもかかわらず、ニュー 6 シリーズは BMW の最新デザイン戦略に則っています。彫刻作品を作製するときのデザイン方式を取り込み、それらの特徴を解釈しなおして、独自のユニークな方法を創出しました。6 シリーズのデザインは、時間を超えた立体的な彫像を表現しています。この芸術品は、場所やアングル、照明に関係なく見るものの目を奪い、感動を呼び起こします。
クーペの伝統的なデザイン手法を受け継いで、エンジン フードは長く滑らかなラインとなって伸び、やや後ろよりに配置されたキャビンの、低く短いルーフ ラインに溶け込んでいます。ロング ホィール ベースとフロント／リアの短いオーバーハングは、このクルマの低く伸びたルックスを強調し、個性的なショルダー ラインは空中を舞っているかのような「軽やかな」印象を与えます。そしてまさしくグラン ツーリスモを思い起こさせる印象的なリア エンドとそこに一体化されたスポイラーが、このクルマのスポーティな素性を強調しています。また、ここにはLED ランプからライト コンダクタター ロッドで光が導かれる構造のテール ライトと見事に一体化されたスポイラー エッジが組み込まれ、すばらしい空力特性の仕上げをしています。そして最後に、ツイン チャンバー エグゾースト システムから伸びる 2 本の楕円形エグゾースト パイプが、最高のパフォーマンスを演じるアスリートの実力を誇示しながら、究極の駆けぬける歓びを予感させます。
インテリア 全体に漂うダイナミックなハーモニー

「ダイナミックなハーモニー」は、このクーペのインテリアの基本コンセプトです。「ダイナミズム」は面と線が織り成す緊張と動きをあらわし、「ハーモニー」はこれらの面と線が互いに影響しあう、それぞれが互いのメッセージを受け入れています。
ニュー 6 シリーズのインテリア デザインは、BMW の特徴である駆けぬける歓びを生み出すのに大きく貢献しています。フロント ウィンドウの下から始まるインテリアのサイド ラインは、左右でダイナミックに揺れる曲線を描きながら各ドアやアーム レストへと伸びます。ドライバーと助手席の乗員は、この緊張漂う空間で、まるで繭に包まれたかのようにリラックスし、快適さ、高級感、スタイルの良さが一体となったフィーリングを楽しむことができます。センター コンソールでも同様に、エキサイティングなラインが、前に突き上がるような躍動感を伴っています。インストルメント パネルから始まるラインは、センター コンソール上を斜めに横切り、アームレストのパッド入り表面を巡るようにリア シートへと続きます。
これらの特徴を帯びたインテリア デザインは、ニュー 6 シリーズの魅力溢れるエクステリア デザインと完璧に融合しています。外側でも内側でも、どの角度から見ても、豊かな伝統に裏打ちされきわめて徹底した方法で、BMW 6 シリーズの独自のスポーティなキャラクターを秘めた完璧な作品へと昇華させています。
真の上質を生み出す高品質素材と調和の取れたカラー

レザー、ウッド、メタルなどの、洗練され、完璧に仕上げられた素材と厳選された絶妙の配色が、キャビンにこの上なく贅沢な雰囲気をもたらし、しかも各コンポーネント、計器類、およびコントローラーなどのさまざまな機能への心遣いもないがしろにされていません。ガルバニック技術を応用したトリム ストリップまたは木製の洗練されたトリム ストリップは、このクーペに純血種のオーラを与えています。インテリアにはさまざまなカラーが用意されているので、顧客は実に贅沢な選択肢の中から自分のスタイルに合ったものを選ぶことができます。アーム レスト、ドア ハンドル、およびセンター コンソール カバーには、最高級のレザー素材を標準で使用しています。
BMW ならではのスタイルとして、コクピットははっきりとドライバーに向けられています。運転する際に必要なすべての機能は、人間工学に基づいてステアリング ホィール上か、その周囲に配置されています。ドライバーと助手席の乗員が通常使用する機能はほとんど、センター コンソール上またその周辺に、操作しやすいように整理されています。とは言え、インテリアには明快で落ち着いた印象が求められるため、実際に目に見えるコントローラーとスイッチ類の数は限られています。これは特に、集中コントロール ユニットとしての役割を持つコントロール ディスプレイとコントローラーのおかげです。このコントローラーを通じて、6 シリーズのほとんどすべての快適機能を制御することができます。コントローラーは高さ調節が可能なセンター アームレストの前方に配置されているため、人間工学に基づいて非常に便利に、操作しやすく設計されたセンター アームレストに腕を乗せたままで快適に操作ができます。
センター コンソールは、2 つの大きなコンパートメントに分かれており、十分にゆとりのある収納スペースを提供しています。前側のコンパートメントは集中ロックに連動して施錠が可能で、後ろのコンパートメントには前席用の脱着式カップ ホルダー（オプション）が収納されており、必要のないときには視界から隠すことができます。
メモリー機能が標準装備されたフロント シート

メモリー機能が標準装備されたフロント シートも、人間工学的に最適なデザインが採用されています。異なるシート位置を 3 つまでメモリーすることが可能で、ドライバーと助手席の乗員は前後位置、高さ、シート座面とバック レストの角度を、それぞれ電動調節することができます。ヘッドレストの高さと角度は手動で調節できます。
「ベーシック」トリム仕様でも、シートは最高級のダコタ レザー仕上げで、6 シリーズの洗練された高級感とスタイルの良さに完全にマッチしています。レザー カラーは、ブラック、クリーム ベージュ、シャトーの 3 色からお選びいただけます。
オプション装備品のスポーツ シート（電動調節付き）は、固めの、張りが強いクッション材料を使用し、特にダイナミックな走行のときに優れたサポートを実現します。ベーシック シートにオプション装備可能な電動ランバー サポート調節機能は、スポーツ シートには標準装備されています。これはエア チャンバーを無段階に調節するシステムを採用しており、乗員は体にぴったり合ったシート位置を見つけ、運転中は背中の筋肉を支えて、どんな負荷からも背骨を楽にすることができます。なお、手動調節式のサイ サポートも標準装備されています。
ベーシック シートもスポーツ シートも、3 段階のシート ヒーター システムを装備することが可能です。このヒーターは、シート座面とバックレストとサイド サポート部分に触れる身体全体を、非常にすばやく効率的に暖めます。
本格的な 2+2 シーター クーペ

BMW 6 シリーズ クーペの後席に座る乗員は、ファースト クラスの旅行気分を味わえます。その理由は単純明快で、一般的なクーペのルーフ ラインはサルーンよりも低くて滑らかですが、6 シリーズ クーペのリア シートでは、大人でさえちょっとした旅行に出かけても疲れないほどゆとりあるスペースを味わえるからです。また体型にあった深いレザー シートは中央のクッションで互いに分かれており、身体にフィットするバックレストとともに、非常に良好なサポートを提供します。運転席と助手席シートにアクセスしやすいエントリー サポート機構は、乗員が体を大きく曲げたり、低くしゃがまなくても後席の左右シートに簡単に乗り込むことができます。これもニュー 6 シリーズ を、あらゆる目的に適った本格的な 2+2 クーペにしている要素です。
645Ci の更なる実用面での特徴として、450 リッターという注目すべきトランク容積があります。ハード スーツケースなら大型を 1 個、中型 1 個、小方 1 個を楽に収納することができます。あるいは大型のスーツケース1 個と 46 インチのゴルフ バッグ 2 個の組み合わせでも収納可能です。リア シート バックレスト中央に装備されたスキー バッグには、スキー板を 2 組またはスノーボード 1 台を収納できます。
容量 4.8 リッターのグローブ ボックス、ドアの収納ポケット、シートに備え付けられた収納ネット、追加の収納ポケットや他のさまざまな場所に用意された物入れも十分な収納スペースを提供し、6 シリーズを非常に多機能で実用的にしています。特にセンター アームレストのロック付 2 セクションの収納ボックスは、電話の収納にも便利で、電話がとても使いやすくなります。
大型ガラス製パノラマ ルーフ 
非常に大型のガラス製パノラマ ベント ルーフは、あらゆる意味で特にハイライトとなる装備であり、室内を広々と明るい雰囲気にします。806 x 578 mmの大きな開口部をはじめ、電動開閉式ルーフ ライナーと最高レベルのクライメート コントロール性能と優れた防音効果を持つアルミニウム サンドイッチ構造を採用し、しかも乗員のヘッドスペースは十分に確保されています。
最高レベルのパッシブ セーフティ

ニュー 6 シリーズは、まさに最高のパッシブ セーフティを提供し、万一の衝突の際にも、すべての乗員を安全に保護します。
もっとも妥協が許されないパッシブ セーフティの要求を満たすために、ニュー 6 シリーズはどんな場合でも通用する高負荷抵抗アームとキャリアを装備しています。前面と後面の変形ゾーンは極めて高い安全性を確保するために最適配置され、前面の全体構造は、万一他の車と衝突した場合に最適な保護を約束します。極めて頑丈なキャビンは、最も重大な事故の場合でさえ乗員に自由なスペースを確保し、前面衝突の場合は衝撃エネルギーを吸収するために、乗員はできるだけ前方に移動できるようになっています。あらかじめ決められた反応曲線に応じて変形するステアリング コラムのクラッシュ エレメントは約 80 mm 伸縮し、乗員にかかる負荷をできるだけ軽減します。
万一の事故の場合の最適な保護

非常に効果的なレストレイント システムを装備しているので、ニュー 6 シリーズは万一の事故の際に乗員を最適に保護します。たとえば、フロント シートのシート ベルトには、ベルト フォース リミッターとベルト テンショナーが装備されています。ドライバーと助手席の乗員は、2 段階作動のフロント エアバッグで保護されます。これらは「インテリジェント」エアバッグで、事故の程度に応じて膨張の速度と強さを調整して、けがをする危険を最小限に防ぎます。その他に注目すべき点として、助手席エアバッグはインストルメント パネル内の目に見えない開口部の裏側に隠され、車両のインテリア デザインのダイナミックなハーモニーを損なわないように配慮されています。
各ドアに1つずつ内蔵されたエアバッグと サイド ウィンドウ周辺の AHPS ヘッド エアバッグは、フロント シートの乗員を保護する最後の手段となります。つまり、アドバンスト ヘッド プロテクション システム（AHPS）のエアバッグは従来の ITS ヘッドバッグの機能をはるかに超え、従来のヘッドバッグの構造上の利点と、サイド ウィンドウ全体に展開するセールまたはカーテンによって提供される広いエリアの保護という利点を併せ持ちます。万一最悪の事態が起こったとしても、乗員はガラス破片などから効果的に保護されます。
ASE コントロール システム：適切な時期に最適な保護

広範囲で相互に作用するセーフティ コンポーネントは、画期的なアドバンスト セーフティ エレクトロニクス（ASE）システムによってサポートおよび制御されます。最新の、ネットワーク化されたエアバッグ コントロール システムである ASE は、光コンダクターを使用し、分散化されたサテライトを通じて衝突の位置を正確に測定し、レストレイント システムを極めてすばやく、必要な場所に的確に作動します。そして同時にアドバンスト セーフティ エレクトロニクスにより、誤作動の危険も最小限に抑えられています。
ヘッドアップ ディスプレイ：
ドライバーの視線にすべての重要な情報を提供

BMW の iDrive コントロール コンセプトを画期的に促進したヘッドアップ ディスプレイは、ハイレベルの技術革新です。走行速度やナビゲーション のデータなどの重要な情報を、ドライバーから直接見えるところに映し出します。ヨーロッパでは、BMWがこの画期的な技術を量販車両で実現している唯一の自動車メーカーです。ヘッドアップ ディスプレイは運転の快適性を高めるほか、ドライバーが道路前方や周囲の交通から視線をそらす必要がなくなるので、特に走行安全性に大きく貢献します。濡れた道路でも、暗くても、太陽光線が当たっている日中でも、表示が見にくいというようなことはありません。システムは自動的に、明るさを周囲の状況に合わせます。
ニュー 6 シリーズは、あなたの命令に忠実に
ニュー 6 シリーズは、あなたが発音した言葉を聞いて、その命令を実行します。理由はいたって簡単で、BMW の iDrive コントロール コンセプトが新しい音声入力システムをオプションで提供しているからです。Professional  ナビゲーション システムとオプションのカー コミュニケーション コンピュータ（CCC）と連動して、ドライバーは関係するすべての iDrive 快適機能を、声だけで作動させることができます。その場合、音声メッセージによってディスプレイに表示されるさまざまな選択肢から、必要な機能を選択します。ドライバーは道路から視線をそらす必要がないため、この音声入力システムは走行快適性を向上するだけでなく、走行中の新しい安全基準をも確立します。
システム自体は、発せられる声質に左右されずに作動します。つまり、時間をかけて必要な音声命令を繰り返し練習する必要はありません。その他の特徴としては、インテリジェント テキスト トゥ スピーチ（テキスト読み上げ）機能があります。これは、電子メール、ショート メッセージ、ラジオの放送局名、ドライバーが作成した特別選択のオプション リストを読み上げます。専用の短い命令をあらかじめ登録しておくことで、ドライバーは iDrive によって提供される追加機能も作動させることができます。さらにコントロール センターにより、ドライバーは広範囲のインターネット サービスを提供する BMW オンライン ポータルにアクセスすることができます。その際ももちろん、周囲の交通から気をそらされる心配はありません。 

標準装備のサーボトロニックによる正確なステアリング

BMW が提供する最高レベルの駆けぬける歓び、走行快適性、および走行安全性は、精密で敏感に反応するステアリング システムとドライバーへの正確なフィードバックに拠るところが大きいといえます。645Ci に標準装備された油圧式ラック＆ピニオン サーボトロニック ステアリングのおかげで、ドライバーは、車速に応じて変化する特性マップに従って制御されるステアリング補助力により、非常に洗練された最新技術の恩恵にあずかることができます。たとえば駐車時には非常に快適で滑らかなステアリング操作を可能にし、また高速走行時には突然の回避操作の際にステアリングが過度に反応する危険を減らすため、サーボトロニックがステアリング補助力を適切なレベルまで抑制します。
こうしたクオリティーにもかかわらず、サーボトロニックは、従来のパッシブ式ステアリングが直面した問題の解決にあたって、ある種の制限、つまり俊敏性、安定性、快適性の間に基本的な妥協点を見いだす必要がありました。ステアリング ホィールとフロント ホィールは、常に一定のギア比によって互いに連結されているという事実は変わりませんでした（たとえステアリングがロックする位置が近くなるにつれて、ギア比が少しずつ変化することはあっても）。
BMW ニュー 6 シリーズのダイナミックなキャラクターを補完する
アクティブ ステアリング

BMW ニュー 6 シリーズにオプション装備可能な BMW アクティブ ステアリング システムは、前述の矛盾を解決した画期的なステアリング技術です。BMW アクティブ ステアリングは、可変ギア比と電動アシストを備えた電子制御式のステアリング システムです。
約 120 km/h までの速度域でスポーティに走る場合は、ステアリング ギア比をダイレクトにした方が、俊敏で正確な操作ができます。とりわけ、市街地で鋭角コーナーを曲がったり、山岳路をドライブしたりする場合に、アクティブ ステアリングは大きなメリットを発揮し、ドライバーがコーナーでステアリングを握り変える必要も少なくなります。アクティブ ステアリングによって実現される俊敏で正確な操作は、まさしく「カート フィーリング」と呼べるもので、ニュー 6 シリーズのダイナミックなキャラクターを一層強調しています。
特に、街中で狭い場所に駐車する際にはステアリング操作を軽減し、ロック位置からロック位置までのステアリング操作量は 2 回転以下に減少します。速度が上がるにつれて、ステアリング アングルとステアリング電動アシストは徐々に弱められ、より良い、スムーズな方向安定性と走行安定性が得られ、ドライバー自身はハイレベルの快適性を享受できることになります。
アクティブ ステアリングには、ヨー レート コントロールが組み込まれており、DSC システムとネットワーク接続されています。そのため、ステアリング アングルを修正するためにフロント ホィールに直接作用し、切れ角を修正することができます。このようなステアリングへの介入制御は、DSC によるブレーキへの介入動作よりも早く行われ、低反応域における DSC の介入頻度は少なくなります。このように、アクティブ ステアリングと DSC は理想的な補完関係にあるといえます。
アクティブ ステアリングには、電子的な接続による作動の他に、ステアリング ホィールと ステアリング ギアを結合するための機械接続が残されているので、いつどんな状況の場合でもステアリング システム全体は正常に維持できます。さらに機械的な接続のメリットで、道路やステアリングから直接得られるフィーリングが、正確にドライバーへフィードバックされます。
画期的なアダプティブ ヘッドライト.

BMW によって開発されたアダプティブ ヘッドライトは、自動車のライト技術における画期的な発明です。あたかも魔法の杖で操られているかのように、バイキセノン ヘッドライト（標準装備）は、アダプティブ ライト（オプション）の光ビームをカーブに沿って旋回させ、道路前方を従来より最大 90％ 明るく照らし出すことができます。他のシステムと違って、BMW アダプティブ ヘッドライトは、すべてのエンジン回転域でハイビームでもロービームでも作動します。オンボード ネットワークを介して、コントロール ユニットはステアリング アングル、ヨー レート、車速に関する情報を常時受け取り、このデータを処理して、リアル タイムで 2 個のモーターに適切な命令を出して、バイキセノン ヘッドライト モジュールを適切な方向に旋回させます。
BMW の8 気筒：間違いなくクラス最高

645Ci の「心臓」は排気量 4.4 リッターの 8 気筒ユニットで、BMW ニュー クーペのスポーティなキャラクターによくマッチしています。このパワー ユニットは、最新エンジン テクノロジーにおける指標となるもので、「インターナショナル エンジン オブ ザ イヤー 2002」で見事栄冠を勝ち取りました。この賞は、言うなればモータリング界の「オスカー」です。まさしくこの賞は、BMW の技術陣がこのクラス最高のエンジンを開発したことの証しです。
最高出力 245 kW（333 ps）/6,100 rpm 、最大トルク 450 Nm/3,600 rpm を発生する BMW 4.4 リッター V8 エンジンは、走行性能と作動特性の点でまったく文句のつけようがありません。この卓越さを十分に証明している数値が最高速度 250 km/h （電子制御で制限）、0–100 km/h 加速性能値 5.6 秒（645Ci のマニュアル トランスミッションの場合）であり、これはスポーツ カーとして見ても素晴らしい数値を達成しています。
この種の卓越した性能はまず、バルブ タイミング（ダブル VANOS）、バルブ リフト（バルブトロニック）、インテーク マニフォールドの長さなど、8 気筒に関するほとんどすべてのパラメーターを無段階調整しているおかげです。こうした要件をほとんどすべて満たし、あらゆる走行状況に最適な方法で対処します。
妥協のないエンジン マネージメントにより、マニュアル トランスミッション車で燃費 11.7 リッター（無鉛プレミアム プラス、100 km走行あたり）、オートマチック トランスミッション車はさらに経済的で、100km走行あたり10.9 リッターを実現し、新しい EU 複合サイクルで計測した場合の燃費としては、8 気筒ガソリン エンジンの中で群を抜いています。また、このエンジンは、現在ヨーロッパでもっとも厳格な EU4 排出ガス基準（2005年まで新車には法規制なし）を満たしているので、ドイツとスウェーデンでは BMW 645Ci を低税率で登録することができます。米国の場合、6 シリーズ クーペは ロー エミッション ビークル（LEV）基準に準拠し、もっとも難しい要求を満たしています。
触媒コンバーターをエンジン近くに装着するため、排出ガス システムは長寿命ステンレス鋼で作られ、すべての接続ポイントは溶接されています。
8 気筒のパワーを伝える、深く轟くエンジン サウンド

ツイン チャンバーから成るエグゾースト システム（フロントからリアへ向かい、2 本の印象的な楕円形のエグゾースト パイプに別れる）は、645Ci をに特別な V8 サウンドをもたらします。アイドリング時にはほとんど聞こえませんが、エンジン回転数が上がるにつれ、大排気量スポーツ カーのパワー ユニットにふさわしい 8 気筒サウンドを発します。とはいえ、どんなときでも騒々しくでしゃばった印象は与えません。むしろ乗員は、これが 645Ci のスポーティでダイナミックな走りを特徴づけているハイパフォーマンスのパワー ユニットなのかと納得しながら、深くて心地よいエンジン サウンドに身をゆだねることになるでしょう。
常に正しいギア比を実現する 6 段ギア

645Ci には、最大 600 Nm のトルクに対応すべく設計された 6 速マニュアル トランスミッションを標準搭載しています。この優れたトランスミッションを装備して、BMW ニュー クーペは、5 速ギアと 6 速ギアの両方で電子制御による最高速度 250 km/h を達成しました。ダイナミックな運転スタイルでもより低いエンジン回転数を維持する 6 速ギアは、高速走行時にも車内の騒音レベルを低く抑えます。トランスミッション ノイズは、大きな傾斜角と最適化されたオーバーラップを備えた直歯ギアでさらに低減されます。
6 速ギアにより高速走行時にもスムーズで燃費の良い走りが確保され、より低いギアではBMW 製大型クーペにどんな状況でも抜群の加速力を与えます。従来の 5 速トランスミッションと比べて大きなユーザー メリットは、ギア比のレンジがさらにワイドになったことです。これによりいつでもエンジン パワーを引き出すことができ、BMW スタイルのスムーズで正確、そして機敏なギア シフトが実現されています。
SMG トランスミッション：F1 感覚のギア シフト

オプションの 6 速 SMG トランスミッションは、スポーティな走りを大いに楽しみたいドライバーには実にすばらしい選択肢です。このトランスミッションでは、F1 マシンのようにステアリング ホィールのパドル スイッチを操作するか、センター コンソールのシフト レバーを前か後ろに軽く動かして、ギアをシフトします。いずれの場合でも、このプロセスはクラッチ ペダルを踏むことなく行われます。SMG は電子制御シフト バイ ワイヤ システムとして作動し、必要なときに瞬時にギアをシフトします。シフトされるギアの順序はもちろん連続しており、このようなシーケンシャル マニュアル トランスミッションの大きなメリットは、ギア シフト時にドライバーが誤操作をする余地がないということです。そしておそらく最も重要な点は、順番に行われるギア シフトは、どんなマニュアル トランスミッションよりも迅速であるということです。SMG は、次のギアへのシフトを瞬時に行い、ニュー 6 シリーズのダイナミックでスポーティなキャラクターを支援します。ドライバーがドライビング ダイナミック コントロール（DDC）ボタンを押したとき、このシステムはシフト時間を 0.15 秒まで短縮します。 

SMG では、ドライバーがアクセル ペダルから足を離さなくてもギアをシフトすることができます。また、パドル スイッチを操作するために必要なのは指だけなので、ドライバーはギア シフト中にステアリング ホィールに手を置いたままにしておくことができます。これは安全面に大きく貢献し、カーブの多い登山道路などを走行するときに大いに役立ちます。
マニュアルでのギア シフトを望まないドライバーは、この機能をトランスミッション マネージメント システムのドライブ モードに任せることができます。この場合、トランスミッション マネージメント マップの制御により、ギアは運転状況に応じて自動的にシフトされます。
SMG は、BMWの新しいクーペにハイレベルのダイナミックかつスポーティなパフォーマンスを与えます。マニュアル トランスミッションの扱いに慣れているドライバーに劣らず、誰でもすばやくダイナミックな加速を可能にします。さらに 6 速ギアには、SMG ではより高速用に最適化されており、エンジン ノイズを低減し、燃費を向上させるというメリットがあります。
ダイナミックなパフォーマンスと卓越した快適性を併せ持つ
6 速オートマチック トランスミッション

ニュー 6 シリーズの 6 速オートマチック トランスミッション（オプション）は、快適志向のドライバーだけでなくスポーティな走りを好むドライバーにも最適であることは言うまでもありません。600 Nm という大トルク用に設計、製造された 6 速オートマチック トランスミッションは、スポーティな走りとスムーズで快適なギア シフト、という理想的な組み合わせを実現しています。大きなギア比により、オートマチック トランスミッションによる発進時にもプラスの効果が得られます。つまり、1 速ギアは最高の駆動力を得られるように設計されています。高速走行時には、6 速ギアがエンジン回転数を低下させることでメカニカル ノイズを抑え、燃費を向上します。
電子制御アダプティブ トランスミッション マネージメント（AGS）が装備されているこのオートマチック トランスミッションは、ドライバーの運転スタイルや運転状況を学習し適応します。たとえば、カーブ走行中やストップ&ゴー走行などでの不必要なギア チェンジを避けたり、下り坂でエンジン ブレーキを使えるようにするため、より低いギアへのシフトが行われたりします。オートマチック トランスミッションに組み込まれたステップトロニック機能は、ドライバーがマニュアル シフトを利用できるようにします。シフト レバーをオートマチック ポジション（D）から左側の M/S シフト ゲートへ動かすだけで、スポーツ志向のギア シフト プログラムを作動させることができます。その後、シフト レバーを前または後ろに軽く動かすと、ステップトロニック機能が働いて、ドライバーはマニュアル ギア シフトができます。
ボタンを押すだけで、6 シリーズをもっとダイナミックに

ニュー 6 シリーズ クーペのすべてのトランスミッション仕様に標準装備されているドライビング ダイナミック コントロール（DDC）ボタンを押すと、ドライバーはさらにダイナミックなレスポンスと、一段とスポーティな運転スタイルを得られます。また、サーボトロニック コントロールにより、ステアリングの反応もさらにスポーティなモードに設定されます。つまり、仮にアクセル ペダルをずっと同じ位置に維持したままでも、ボタンを押すとエンジンはより迅速に加速されます。さらにドライバーがアクセル ペダルを踏み込むと、瞬時に強烈なレスポンスで反応します。
オートマチック トランスミッション搭載車の場合、アクセル ペダルの位置に応じ、DDC は次のギアへシフトアップの際のエンジン回転数をより高く設定します。SMG（シーケンシャル マニュアル トランスミッション）と連動することにより、ドライビング ダイナミック コントロールはギア シフトに要する時間を短縮します。DDC のその他の機能としては、ステアリング操作力を変化させることで（オプションのアクティブ ステアリング装備の場合を除く）、スポーティな走りを望むドライバーに、ステアリングからの正確なフィードバックを伝えます。
ドライブ トレインの状況に合わせた修正のほかに、DDC はドライバーに一層スポーティなセットアップを提供します。これは、特にスポーティな走りを好み、エンジンのパワーとパフォーマンスをスポーティかつ自然なスタイルで楽しみたいドライバーに、さらに大きな駆けぬける歓びを用意します。
運動性能を向上させるインテリジェント ライトウェイト テクノロジー

ニュー 6 シリーズに一貫して採用されているライトウェイト テクノロジーは、卓越した走行快適性と運動性能の実現に大いに貢献します。このライトウェイト テクノロジーの特に秀でた点は、ボディに使用された画期的なアルミニウム／スチール構造です。軽量アルミニウム製フロント セクション（ WRAF：Weight-Reduced Aluminium Front）はスチールよりはるかに軽量で、リア リッドは SMC（シート モールディング コンパウンド）複合グラス ファイバー製、フロント サイド パネルは熱可塑性樹脂製、エンジン フードとドアはアルミニウム製、その他にも広範囲に渡ってきめ細かい改善の結果、車両重量が大幅に削減されました。そのおかげで BMW 645Ci は、このサイズと性能のクルマとしてはたいへん軽くなり、車両重量は 1,615 kg まで削減されました。その他のメリットとしては、前後軸荷重配分も BMW の標準である理想的な数値、約 50：50 に設定されています。
駆動と方向転換の機能を別々にできる後輪駆動方式との組み合わせにより、この新しいBMW大型クーペのアルミ製シャーシとサスペンションは、卓越した足回りに仕上がっています。正確なステアリング レスポンスを得られるため、このクラスの標準的なレベルの車両よりもはるかに優れた走行特性と乗り心地を両立しています。
アルミ製シャーシと高度に洗練されたコントロール システムは、
まさに完璧な組み合わせ

インテリジェント ライトウェイト テクノロジーとアルミ製シャーシの組み合わせ、というほとんどすべての要件を満たした 645Ci は、多くのシャーシ／サスペンション コントロール システムを装備することで、さらに高いレベルの安全性と快適性を実現しています（実際には、シャーシとサスペンションの優れた基本構造のおかげで、そのような補足的メリットが要求されることはまれである場合がほとんどですが）。
ダイナミック スタビリティ コントロール（DSC）に組み込まれたシャーシ／サスペンション コントロール システムは、常に走行条件をモニターし、いつでも高い走行安定性を確保します。この DSC は、必要に応じて駆動力を弱めるか、あるいはブレーキ システムを作動させることで車両を安定させることができます。DSC は、たとえば発進時に車両のリアが振れてしまうか、ホィールが空転するかどうかを判断して、この新しいクーペを瞬時に安定させます。
DSC の最も大きな働きは、たとえばアンチロック ブレーキ システム ABSに含まれるコーナリング ブレーキ コントロールCBCにより、中高速でカーブを走行するときに、リア内側のホィールにわずかにブレーキをかけることで、車両を安定させる、というものがあります。またオートマチック スタビリティ コントロール（ASC）がブレーキに働きかけ、電子制御によりエンジン トルクを変化させて、滑りやすい坂道などで駆動輪が空転することなくスムーズに発進させます。
もうひとつの特徴は、ASCのトラクション モードに含まれるダイナミック トラクション コントロールDTC機能です。これは、特に雪道や凍結路での駆動輪のトラクションを確保します。ドライバーのスイッチ操作によって作動するこの DTC モードは、DSC のブレーキ介入開始限界点を、トラクションと、それによる駆動力の向上のためにわずかに上昇させます。こうして DTC はスポーティな運転スタイルを実現し、DSC の基本的な安全性機能を損なうことはありません。
ダイナミック ドライブは、ボディのローリング動作を防止する
ダイナミック ドライブと呼ばれるシャーシおよびサスペンション コントロール システム（オプション）は、スポーツ走行のための運動性能と最高レベルの走行快適性を結び付けることに成功しました。直線コースを走るときは、路面に段差や凹凸があっても、ドライバーおよび他の乗員がそれに気づくことはほとんどありません。一方コーナリング中は、ボディのローリングをダイナミック ドライブが補正するため、あらゆる走行状況で高度の俊敏性と安定性が保証されます。これは実際に体感が可能な機能であり、安全性の向上と軽快なハンドリング、ステアリング精度の向上により、ダイナミック ドライブはサスペンション技術の分野に新しいベンチマークを確立しました。
ひとつ例を挙げるならば市街地走行の場合、ダイナミック ドライブを使用すると、横揺れやローリングのすべてをほぼ 100 ％補正することができます。また長いカーブが続くときでも、ニュー クーペはボディを傾けたり、不安定な揺れを起こしたりすることなく、滑らかに駆けぬけます。カーブの多い田舎道を高速で走行する場合でも、システムの働きでボディのロールは 80％またはそれ以上減少します。このようなダイナミックな走行状況では、車線変更や回避操作を行った場合を含め、ダイナミック ドライブが的確に、制御マップに従って車両のステアリング特性にまで影響を及ぼします。その結果、トラッキング精度と負荷変動時の動作が改善されます。言うなれば、アクティブ セーフティ性能の改善です。 

最先端の高性能ブレーキ

BMW 645Ci のブレーキが、このクルマの持つ性能に完全に応えているものであるということは、あまり強調されていません。フロント ホィールに装着された軽量ベンチレーテッド ブレーキ ディスク付大型アルミ製スイング キャリパー ブレーキは、わずかなフェードさえも見せず優れた制動力とより長い寿命を実現しています。従来のブレーキ ディスクと異なり、これらの軽量ディスク上のフリクション リングは炭素含有量の高いねずみ鋳鉄製で、ブレーキ ピストン自体はアルミ製です。そして、このようなライトウェイト テクノロジーによるバネ下重量の大幅な軽量化のおかげで、ブレーキ システムは車両の走行中の俊敏性、走行快適性、安全性を最適化するように働きます。
標準装備されているダイナミック ブレーキ コントロールは、万一ドライバーが危険な状況のときにブレーキ ペダルを完全に踏み込むのに失敗したとしても、最適な製動力を形成します。
パンク時にも継続して走行を可能にするランフラット タイア

その他の重要な装備として、走行中の安全性をさらに高めるランフラット タイアがあります。タイア内部に追加されたインサート ストリップよるサイド ウォールの補強と、特に耐熱性に優れたラバー コンパウンドの採用によって、ランフラット タイアは完全にエアが抜けた状態でも、満載状態で最高 80 km/h の速度で少なくとも 150 km を走ることができます。積載重量が少ないか、タイアに多少でも空気が残っていれば、この走行可能距離はもっと長くなります。ABS、ASC および DSC は、空気圧がゼロになっても問題なく機能します。
ランフラット タイアは、特殊な形状を持つダブル リム ハンプ（エクステンデッド ハンプ2＝EH2）を持ち、空気圧が突然低下してもタイアがリムから外れることがありません。これは高速走行時やカーブの多い道路で著しい安全性向上をもたらします。このリムにはさらに、他の選択肢がない場合に、普通のタイアを装着できるという大きなメリットがあります。
ランフラット タイアでの走行時に警告を発するタイア空気圧警報装置
ニュー 6 シリーズに標準装備のタイア空気圧警報装置（TDI）は、速度 15 km/h 以上で全てのホィール回転数を比較しながら、常にタイア空気圧の変化を測定しています。もし空気圧が 30％ 以上も抜けた場合は、ただちに警告灯と警報音の両方でドライバーに警告します。
Bluetooth テクノロジーを採用した電話システム

BMW は、6 シリーズ向けに、デュアル バンド電話に代わるものとして、使いやすく、技術革新が進んでも陳腐化しにくいソリューションを提供します。それが携帯電話の車両への組み込みを可能にする Bluetooth インターフェースを持つ汎用携帯電話取り付けキットです。このキットを使えば、Bluetooth 対応のすべての携帯電話を、6 シリーズのエレクトロニクス システムにコードレスでリンクできます。少なくとも、原理的にはそうなります。接続には Bluetooth の標準伝送リンクを使います。携帯電話を持って車両の受信エリア（周囲約 10 m 以内）に立ち入ると、あたかもケーブルで接続されたかのように、携帯電話がシステムに自動的に登録されます。
Bluetooth 経由で携帯電話が接続された後、ドライバーはマルチ ファンクション ステアリングとオンボード ディスプレイを通じて、安全かつ快適に電話を操作でき、ハンズフリー トーク機能も 100％使えます。良好な受信状態を得るため、外部アンテナと接続された便利で使いやすいはめ込み式携帯電話アダプターがセンター コンソールにあり、これは携帯電話のバッテリー充電器としての働きもします。携帯電話を買い換えたときに顧客が行わなければならないことは、アダプターを交換することだけです。
その他の解決策として車両に装着されているのは、デュアル バンド自動車電話です。これにはBluetooth テクノロジーで基地局と通信するコードレスのハンド セットが付属します。この場合も、使用可能エリアは車両の周囲 10 m 以内です。
あなたのクルマにダイレクトなサービスを提供する BMW Assist

広範囲のテレマチック機能の一環として、オプションの BMW Assist はニュー クーペのドライバーに、走行快適性と走行安全性を向上するさまざまなサービスを提供します。このために必要なソフトウェアは、電話機本体に直接組み込んであるため、BMW Assist に必要なのは、システム マスターとしての Professional ナビゲーション システムとカー コミュニケーション コンピュータ、そして車両へ電話を接続することだけです。すべての BMW Assist 機能は、コントローラーかコントロール ディスプレイから選択および操作することができます。
BMW Assist から提供される重要なサービスがエマージェンシー コール機能です。これはBMW ブレークダウン サービスと同様に、手動または自動で作動します。どちらの場合もできるだけ迅速に救助が呼べるように、救助サービス本部かブレークダウン サービスに車両データと車両の現在位置が送信されます。
BMW Assist のその他の機能として、V-Info plus 交通情報、個人的な照会およびサービス、ナビゲーションでの目的地や電話番号をBMW Assist によってコード化することによりインターネットから車両へ直接送ってもらうことのできる BMW Info SMS があります。
顧客の要望に応えるインターネット サービス用 BMW Online

BMW Assist のための前提条件として BMW Online を利用することにより、ドライバーは運転しながら広範囲のインターネット サービスにアクセスすることができます。これに含まれるのは、収容台数が約 2,500 台の現在利用可能な駐車場の情報を提供する駐車場情報サービスです（ドイツの 84 の都市と 20 の空港にある約 600,000 箇所の駐車場を含む）。BMW ディーラー ネットワークが提供するその他のサービスとしては、電話番号案内とイエローページ、地域ベースの緊急薬剤師サービス、ホテル、レストラン情報などがあります。「My BMW Online」機能を利用すると、定期的に必要なサービスを集めた自分専用のメニューを編集することができます。
DVD ナビゲーション システム

 ニュー 6 シリーズでは DVD ナビゲーション システムをオプション装備することができます。このハイエンド ナビゲーション ユニットには、カー コミュニケーション コンピュータ（CCC）システム マスター（ポジショニング モジュールを含む）用の ソフトウェアが含まれています。ベーシック ナビゲーション ユニットの重要な追加機能は、音声メッセージやマップ ディスプレイによる目的地案内、ルート プラン用の追加基準の準備、電話による知りたい情報へのリンクです。その他の特徴として、マップ上に交通情報を追加表示することができ、ドライバーは現在の正確な自車位置を呼び出すこともできます。
パーフェクトなサウンドを提供するHiFi および TOP HiFi オーディオ
BMW 645Ci は、乗員のために高音質の 40 W ｘ2 HiFi システムを標準装備しています。車内全体に良質の重低音を響かすために、前席左右のシート下に 2 個のセンター ウーファーが取り付けられています。これらのセンター ウーファーは、サイド シルに接続されているため、最高音質のサウンドに必要な容量を確保しています。6 個のサブウーファーとツィーターがこの凝ったシステムを仕上げています。
オプションの TOP HiFi サウンド システムは、ニュー 6 シリーズを真のコンサート ホールへと変えます。標準装備の HiFi 構成と比べると、このシステムはさらにハイレベルなものへと最適化されており、7 x 25 W と 2 x 70 W のアンプ、アルミ製ダイアフラムが組み込まれた全部で 13 個のスピーカーにより完璧なバランスのサウンドを提供し、LOGIC 7 イコライザー コンセプトによりサウンド効果のある最適なハーモニーが得られます。ダブル チャンネルのステレオ信号は、デジタル システム プロセッサーによる空間効果の飛躍的な向上により、一層完成度を増しています。走行ノイズによる起こりうる障害は、速度感応式イコライザー機能によってスムーズに正確に補正されます。そしておそらく最も印象的な特徴は、使用する音源に関係なく、最高の音質によるサウンドです。
情報とエンターテインメントのための最新テクノロジー

ニュー 6 シリーズには、BMW ビジネス ラジオと CD プレーヤーが標準装備されています。オプションの Professional ラジオでは、CD の再生だけでなく、データファイルや MP3-CD も再生可能です。ハイエンドのラジオは、6 シリーズで装備可能な 2 つのナビゲーション システムの一部です。
オプション：グローブ ボックス内の CD チェンジャー 

オーディオ システムを補完するオプションとして、特にスムーズで静かな操作が可能な 6 連奏 CD チェンジャーがあります。これは、ドライバーと助手席の乗員のどちらからもコントローラーとコントロール ディスプレイを介して操作しやすいように、グローブ ボックス内に収納されています。
M-ASC および CCC – システムの「中枢」
ニュー 6 シリーズでは、広範囲の情報、エンターテイメント、およびコミュニケーション（いくつかはオプション装備）のために、個々の機能とユニットを相互に結び付けて統合するインテリジェント システムが必要となります。この「システム マスター」または「ヘッド ユニット」は、ユーザーとって目に見えないコントロール プラットフォームで、M-ASC（MMI オーディオ システム コントローラー）、または広範囲の機能を提供するカー コミュニケーション コンピュータ（CCC）がこれに該当します。
M-ASC は、CD チェンジャーか MP3 プレーヤーを含むカー オーディオ システム、電話機、ベーシック ナビゲーション システム、ヘッドアップ ディスプレイ、ならびに 6 シリーズの他の多くの技術機能（オートマチック エア コンディショナーなど）を制御および操作します。M-ASC が実際にどう作動するかは、電話のハンズフリー操作の例を見れば明らかです。この操作を可能にするには、コントロール ディスプレイ、ラジオ、アンプ、電話自体が互いに連携する必要があります。M-ASC では、独立した各種コントロール ユニットがひとつのハウジング内に組み込まれているので、その分スペースが節約できました。そのためドライバーと乗員は、たとえば車内に追加の収納コンパートメントを設けるなどして、そのスペースを有効に利用することができます。現時点で M-ASC は BMW 独自の技術革新であるため、市場でこれと類似のものを見ることはありません。
カー コミュニケーション コンピュータ（CCC）は、さらに広範囲の機能を提供するもので、BMW Professional ナビゲーション システムがオプション装備された車両で、主に M-ASC の代わりとして使用されます。性能が強化された音声入力、TV およびビデオ機能、BMW Online または BMW Assist の機能があります。6 個のマイクロプロセッサーを取り付けたこのプラットフォームの最も重要なメリットは、後からアップデート用ソフトウェアやコンポーネントを非常に簡単で直接的な方法で追加できることです。また M-ASC と同じく、CCC はシングル ユニットとして完全に組み込まれているので、その分スペースにも余裕が生じます。

4.
デザイン：
 
スリリングなシェイプに秘められた情熱

見るもののハートにストレートに入り込み、純粋な情熱を呼び起こす外観。そのデザインだけを見ても、BMW 645Ci は最初から見るものの心を揺さぶります。滑らかに伸びたプロポーションを誇るこのユニークなクーペは、全長 4,820 mm、全高 1,373 mm、伝統的でありながらスポーティなクーぺのシルエットをまとっています。
「クーペ」という言葉は通常、サルーンを幾分か短くした 2 ドア カーとして定義されます。実際にも、原語のフランス語「couper」=「カットする」から派生した言葉で、その意味でオリジナルの意味を見てとれます。しかしやがて、自動車市場のクーペ セグメントが急速に独自の発展を遂げたため、現在ではサルーン モデルのショート バージョンというよりも、むしろ全く別のボディ デザインであり、ユニークな、特にスポーティなキャラクターを帯びています。そのため現代のクーペは、一般のサルーンと比べて、より滑らかで、さらに低く伸びのある外観を呈しているのです。また、クーペは通常、モデル シリーズにおいては高級バージョンでもあります。
特に魅力的な一台であるニュー 6 シリーズ クーペは、紛れもなく BMWのクルマです。どこから見てもダイナミックで、長く突き出たエンジン フードとやや後ろ寄りに位置するキャビン、ロング ホィール ベースとショート オーバーハング、これらが織りなすプロポーションは、このクルマのパフォーマンスの高さをはっきりと証明しています。そして、ボディのアーチ状の膨らみで強調されるパワフルな筋肉。ニュー 6 シリーズの魅力的な新しい外観が、光と影の織り成す陰影と、興味をそそる明るさに包まれて何度も浮かび上がります。
優美で調和を保って流れるラインとパワフルなショルダーが明るい印象をかもし出し、あたかも空中に浮いているかのようです。印象的なリア エンド、そこに一体化されたスポイラーと左右のエグゾースト パイプは、トップ アスリートとしての、最高級の駆けぬける歓びを約束します。
どの角度から見ても力強い存在感

645Ci はどこから見ても、力強い存在感をアピールしています。力感あるキャラクター ラインは、ソフトでしかも強い意志を感じさせながらボディに沿って流れ、そこに始まりや終わりを感じさせることなく、フロント、サイド、リアを結び、あたかも彫像のようなハーモニックでダイナミックな全体を形成しています。カーブを描く表面は、パワーと純血の情熱を表現し、見るものに一種の緊張感を与えながら、少しも飽きさせるところがありません。これは、クーペにおける真の優れたデザインであるばかりか、ニュー 6 シリーズに見紛うことなき独自のスタイルを与える、ユニークで芸術的ともいえるキャラクターなのです。 

また同時にニュー 6 シリーズの外観は、BMW のモダンなデザイン戦略に則って作られています。彫刻作品を作製するときのデザイン方式を取り込み、この究極の特徴を明示して独特のユニークな外観を創り出しました。非常に控えめに採用されたリズムを打つという考え方は、BMWの新しいクーペにきわめて特殊な永遠の優美さを与え、6 シリーズのデザインに時間を超えた立体的な彫像のイメージをもたらしています。この芸術作品は、場所、角度、照明に関係なく、見るものの注目を引き、感動を呼び起こします。
BMW の新型クーペの「クラシック」とは、
特に大切な遺産である「スポーティ」を表します

伝統的なクーペを継承し、エンジン フードは滑らかな流線型のラインを描いてフロントからリアへと伸び、最終的に、後ろ寄りに移されたキャビンのラインに沿いながら、より短く低くなったルーフ ラインへと溶け込んでいます。ロング ホィール ベースとフロントおよびリアのショート オーバーハングは低く伸びたルックスを強調し、個性的なショルダー ラインはあたかも空中を舞っているかのような印象を与えます。
ニュー 6 シリーズのサイドを走るトリム ストリップは、70 年代はじめの懐かしい BMW 3.0CSi クーペを髣髴とさせ、時代を超えたエレガンスを表現しています。典型的なグラン ツーリスモのまさしくスポーティな特徴は、印象的なリア エンドとそこに一体化されたスポイラー、テール ライト アセンブリーと、空力特性だけでなく見るものを魅了するタッチを加えたトップのスポイラー エッジに現れています。左右に配された楕円形のエグゾースト パイプは、このクルマがトップレベルのアスリートであり、最高級の駆けぬける歓びを提供してくれることを示しています。 

フロント：見るものをまっすぐに見つめる鋭い鷲の目

その特徴的な曲線により、幅 1,855 mm のデュアル ヘッドライトは、6 シリーズ クーペに、正面からもユニークで個性的な外観を与えています。実際、ヘッドライトを鷲の目に喩えることは、言葉の二重の意味でまったくふさわしく、このクーペに標準装備されているバイキセノン ヘッドライトは、オプションのアダプティブ ヘッドライトのおかげで、他の通常の車両のヘッドライトよりも確かに「鋭く」見つめています。
ハイビームとロービームを囲むリング状のライトは、すぐれたパフォーマンスを誇る BMW をよく表し、ヘッドライト自体は瞳のように動きます。忘れてならないのは、左右の各ヘッドライト ユニット上に横たわるターン インディケーターです。これはちょうど人の目のように、ニュー クーペを一目でそれと分かるものとして際立たせています。コーナーを巡ってサイド パネルへとつながるライト ユニットは、ニュー 6 シリーズのダイナミックな印象が色濃く刻まれたサイド ラインへと、見るものの注意を魅きつけます。645Ci のボディは、フロント スポイラーとヘッドライトの両方から始まるラインの流れにのって後方へ伸びています。
ダイナミックに舞いながら、これらのラインはエンジン フードに沿って滑らかに「V」形に広がり、ルーフの下とサイドを通ってリアへと向かい、再び V 字にまとまりながら、最後にディフューザー リップ付近へと達します。エンジン フードの側面に急激に落ち込む 2 本のラインの上側は、ワイドに広がるキドニー グリルから A ピラーまでのクリアなシルエットに沿って、エンジン フードのパワー ドームに溶け込み、フロント部分全体に独特な筋肉質の外観を与えています。
低いキャラクター ラインはエンジン フードからサイド パネルへ溶け込み、ニュー 6 シリーズ クーペの正面からのルックスを特に頼もしく決然とした表情に仕立てています。そして最後に、幅の広いエア インテーク付きのフロント スポイラーが、645Ci のスポーティな意志を強調しています。
サイド：どこから見てもクラシカルなクーペ

フロントからリアへのシルエットは、まず一息に立ち上がり、それからエンジン フードに沿って穏やかに有機的なラインを描き、さらにやや後方に移されたキャビンに沿って、優雅に細くなる低いルーフ ラインが続きます。ヨーロッパでオプション装備、米国で標準装備されるパノラマ ベント ルーフは、ルーフ自体の輪郭と完全に一致し、サイド ウィンドウは流れるアーチとなってこのラインに従い、極端に低く下がりながら、リア サイド ウィンドウの特徴的な BMW デザイン エレメントに続いています。
他のキャラクター ラインは、フロントからリア ホィールへ伸びて側面を 2 つの水平エリアに分割し、非常に低いサイド パネルの印象を強めつつ、ニュー 6 シリーズに明るいエレガンスを与えています。
このラインの上下に反映する光は、BMW デザインの特徴である光と影の抑揚を作り出します。このサイド ラインは、クーペのパワフルなキャラクターを強調する輪郭のはっきりしたホィール アーチのところで終わります。幅の広いドアの下に伸びているサイド シルは、フロントとリアの短いオーバーハングへと流れ込み、サイドのトリム ユニットには、クラシックな BMW 3.0CSi クーペを鮮明に思い出させるターン インディケーターが取り付けられています。
強さの証：18 インチ ホィールと標準装備の 245 タイア

キャラクター ラインとサイド シルは、その外観でクーペを表現しているだけでなく、ランフラット タイア 245/45 R 18 を装着した 18 インチのアルミ鋳造ホィールへも目を向けさせます。そのほかにも、リム デザインが異なる 18 および19 インチ ホィールがオプションで提供されています（19 インチの鍛造ホィールもあります）。また、フロントに 245、リアに 275
と異サイズのタイアを装着することもできます。
リア ビュー：ユニークでスポーティなキャラクター

ニュー 6 シリーズのトランク リッドにはスポイラーが一体化されており、その控えめな形状にもかかわらず、揚力と空気抵抗を大幅に低減します。顧客にとってこれは、走行中の走行安定性と燃費の向上をもたらします。
ツーピースのテール ライトは、魅力的なデザインと機能を両立させた好例です。アッパー セクションはサイド パネルに組み込まれており、サイドからも見分けることができます（北米仕様で追加サイド マーカーは必要ない。必要ならば法律で要求）。LED 技術を採用した 6 個のライト コンダクター ロッドは、車両を背後から浮かび上がらせます。バンパー下部には、リア フォグ ライト、テール ライト、リフレクターを含むデリケートな外観を形成する下部のライト ユニットがあり、アッパー ライト エレメントと一緒に、このセカンド ライト ウィンドウは、印象的で洗練されデザインを示しています。
テール ライトに組み込まれたエア スポイラーは、エアロダイナミクスの向上に貢献し、リアの揚力とヨー モーメントを最小限に抑え、すばらしい燃費と走行安定性を実現します。しかし、特にこれらのライトはより高い安全性を確保するためのもので、サイドからの接触事故を防ぎます。通常のレベルを遥かに超えてブレーキ ライトとして発光するダイオード（LED）は、非常に明るく素早い反応を示し、メインテナンス フリーで耐久性の高い光源です。
これらのライト クラスターにはブレーキ フォース ディスプレイが組み込まれており、ドライバーがブレーキ ペダルを強く踏み込んだときにブレーキ ライトの発光面積を拡大させて後続車両に警告し、追突される危険を少なくします。
ツイン チャンバー エグゾースト システムから伸びる、フラットな楕円形エグゾースト パイプはディフューザー リップの左右に位置し、このクルマのリア ビューにパワフルな感じを与え、これが真の V8 マシンであることを示しています。エグゾースト パイプとエグゾースト システム全体は、さびにくいステンレス製です。
アンダー フロア：スムーズで滑らか

BMW発の新型ラージ クーペに関して、デザイナーはアンダーフロアをつぶさに観察しました。最高レベルのエアロダイナミクスを実現するために、アンダー フロア全体がSuperlite（通常のアンダーフロア カバーよりも約 35％軽い特殊素材）でカバーされています。このフル カバー構造は、特殊なデザインによって、アンダー フロアに沿った滑らかな気流を実現し、空気抵抗と揚力の両方を低減しました。フロントとリア ホィールの前方にあるエア フロー リップとフロント スポイラー リップは、互いに効果的に作用してホィールに直接当たる気流を強めます。
空気抵抗係数の低減処理に基づいて「見えないところ」の空力上の改善を行うことで、燃費の低減、ノイズ抑制、付着する埃や汚れの低減などの効果が生まれます。
インテリア：ダイナミックなハーモニー

「ダイナミックなハーモニー」というコンセプトは、インテリアにも採用されています。「ダイナミック」という言葉は面と線のが形作る緊張と動きをあらわし、「ハーモニー」はこれらの面と線とが互いに影響しあい相互作用するときの手法を示しています。
全体として、インテリア デザインは、BMW の特徴である駆けぬける歓びを生み出すのに大きく貢献しています。フロント ウィンドウの下から始まるインテリアのサイド ラインは、左右でダイナミックに揺れる曲線を描きながら各ドアやアーム レスト付近へと伸びています。運転席と助手席の乗員は、この緊張漂う空間で、まるで繭に包まれたようにリラックスし、快適さ、高級感、スタイルの良さが一体となったフィーリングを楽しむことができます。センター コンソールでも同様に、エキサイティングなラインが、前に突き上がるような躍動感を伴っています。インストルメント パネルから始まるラインは、センター コンソール上を斜めに横切り、アームレストのパッド入りトップ セクションを巡るようにリア シートへと続きます。
これらの特徴を帯びたインテリア デザインは、ニュー 6 シリーズの魅力溢れるエクステリア デザインと完璧に融合しています。外側でも内側でも、どの角度から見ても、豊かな伝統に裏打ちされきわめて徹底した方法で、BMW 6 シリーズの独自のスポーティなキャラクターを秘めた完璧な作品へと昇華させています。
真の上質を生み出す高品質素材と調和のとれたカラー

レザー、ウッド、メタルなどの、洗練され、完璧に仕上げられた素材と厳選された絶妙の配色が、キャビンにこの上なく贅沢な雰囲気をもたらし、しかも最高レベルの機能の数々に対する要求もないがしろにされていません。シートの他には、たとえばドアのアーム レスト、グラブ ハンドル、ドアおよびサイド パネルのインサート、センター コンソールのカバーなどはすべてレザー仕上げです。
パール グロス ルテニウム ガルバニック仕上げが施されたトリム ストリップか、あるいはライト／ダーク バーチ ウッドのトリム ストリップを採用し、クーペに純血種のオーラをもたらしています。またさまざまなカラーが用意されているので、顧客は実に贅沢な選択肢から自分のスタイルに合ったものを選ぶことができます。
標準装備のレザー シート

ニュー 6 シリーズでは、「ベーシック シート」にも高品質のダコタ レザー（ナチュラル グレイ）が使用され、たとえようのない高級感が漂っています。レザー仕様に用意されているカラーは、ブラック、クリーム、シャトーの 3 色です。シート上を精密に区切るシームは、上品さを演出しています。
特別な高級仕上げの場合は、パール レザーに注目すべきアップリケが組み合わされ、センター コンソール、サンバイザー、フロント シート背もたれ後部もレザー仕上げになっています。この場合に用意されているカラーはブラック、クリーム ベージュ、リードです。
BMW デザインのコクピット：丸型 2 眼メーター付きインテリア

BMW のインテリア デザイン コンセプトを反映して、ニュー 6 シリーズでは丸型 2 眼メーターとメーター パネルの「バルジ」が装備されています。丸型 2 連メーターは、マット クロムのトリム リングで縁取られた高級クロノメーター スケールのスピードメーターとタコメーター付きのクラシカルな丸形二眼デザインのメーター パネルで構成されています。燃料計、油温計、その他のディスプレイもこのメーターに組み込まれているので、メーター パネル上に低く差し込むフロント ウィンドウからの反射がないというメリットがあります。
センター コンソール上のもうひとつの盛り上がりには、コントロール ディスプレイが組み込まれています。このディスプレイはドライバーに対して6度傾いていますが、ドライバーと助手席乗員の両方から見やすくなっています。
ドライバー志向のコクピット

BMW ならではのスタイルで、コクピットははっきりとドライバーに向けられています。運転する際に必要なすべての機能は、人間工学に基づいてステアリング ホィール上か、その周囲に配置されています。ドライバーと助手席乗員の両方に関係する機能のほとんどは、同じく人間工学に基づいてセンター コンソール内に整理されています。
ニュー 6 シリーズに用意されている機能や装備の多さにもかかわらず、室内はまったく落ち着いており、目に入るのはほんのいくつかのスイッチとコントローラーだけです。この落ち着きは、集中オペレーティング システムとして機能するコントロール ディスプレイとコントローラーのおかげです。このコントローラーにより、6 シリーズのほとんどすべての快適機能を操作することができます。コントローラーはアーム レストの前方に配置されています。アーム レストの高さは 2段階に調節可能なので、より快適なアーム サポートが得られ、正確な操作が可能になります。
センター コンソール上に置かれたシフト レバーとパーキング ブレーキの配置は、高性能スポーツ カーのクラシカルなコクピットを反映して、BMWの新型クーペのダイナミックなキャラクターを強調しています。
本物のスタイルで走行するためのパノラマ ベント ルーフ

ニュー 6 シリーズ クーペにもうひとつのハイライトを作り出すコンセプト、ガラス製パノラマ ベント ルーフは、その素晴らしい人生をあまねくエンジョイするためのものです。寸法 1,100 x 757 mm のガラス エリアは、実にルーフ全体の約 3 分の 2 を占め、開口部は最大で 806 x 578 mm になります。
乗員の頭上空間を窮屈に狭めることなく、電動でチルト ポジションまで移動するガラス ルーフには、電動で前後に移動する 2 ピース インテリア ライナーが装着されています。断熱効果のあるインテリア ライナーのアルミ サンドイッチ構造により、インテリア ライナーを閉じた状態のキャビンは、日光が降り注いでいても、パノラマ ルーフなしのモデルのときよりも暑くなることはありません。ガラス ルーフの防音性能も良好で、ルーフをオープンにした状態でも、室内騒音は6 シリーズでこの特殊ルーフ システムなしの場合と比べてもあまり変わりありません。ルーフをチルト アップした状態では、2 個のベローズが風切り音を快適なレベルまで和らげます。そして、ガラス ルーフとルーフ ライナーの両方には、安全性向上のために挟み込み防止機構が採用されています。
5.
ドライブ トレイン：
強力なパワーを俊敏な足回りに伝達
ニュー 6 シリーズの「パワードーム」- エンジン フード上の力こぶ - は、そのいかつい呼び方が実によくはまっています。エンジン フードを開けると、そこに4.4 リッター V8 パワー ユニットが姿を現します。このエンジンは、BMW 7 シリーズから継承され、クーペのスポーティな性格に合うように特別なチューニングを施されたものです。このエンジンはまさしく技術の指標となるもので、「インターナショナル エンジン オブ ザ イヤー 2002」で見事栄冠を勝ち取りました。この賞は「エンジン テクノロジー界のオスカー」と呼ぶにふさわしいもので、BMW の技術陣がこのクラス最高のエンジンを開発したことの証しとなるものです。
このV8エンジン の最高出力は 245 kW（333 ps） /6,100 rpm、最大トルクは 450 Nm/3,600 rpm です。このパワーを反映して、走行性能は電子制御による最高速度が 250 km/h に達し、加速性能もすばらしく、0–100 km を 5.6 秒（マニュアル）または 5.8 秒（オートマチック）で駆けぬけます。4 速ギアでの 80–120 km/h 加速性能は、他車を追い越す際の安全性を考慮して 5.1 秒になっています。
走り出してすぐに感じる印象はまさしく純粋な駆けぬける歓びで、アクセル ペダルを軽く踏み込むだけで、いつでも本物の俊敏性とダイナミズムが生み出されます。
エンジン技術におけるリーダーシップ：
より強力なパワー、一層クリーンなエミッション

バルブ タイミング（ダブルVANOS）、バルブ リフト（VALVETRONIC）、インテーク マニフォールドの長さなど、ほとんどすべての関連パラメーターを無段階に調整することで、8 気筒ユニットをどんな状況にも完全に適合させることができます。この種のエンジン マネージメント最適化手法は卓越した燃費の良さも実現し、11.7 リッター/100 km（無鉛プレミアム ガソリン使用、MT車）を実現。また新しい EU 複合サイクルで計測した場合は 10.9 リッター/100 km（オートマチック）を達成しています。エンジン オイルの平均的な交換インターバルは、30,000 km ごとに設定されており経済的です。
また、このエンジンは排出ガス性能においても真のチャンピオンで、現在ヨーロッパでもっとも厳格な EU4 排出ガス基準に適合しています。BMW 645Ci は、すでに現時点で、2005 年までは EU において強制力のない要求レベルをすでにクリアしています。したがって、ドイツとスウェーデンでは減税率が適用されます。米国の場合、645Ci は LEV（低排出ガス車）として認可されています。
この効率的なエミッション マネージメントは、エンジン近くに触媒コンバーターを装着したツイン チャンバー エグゾースト システムによって達成されています。エグゾースト パイプ自体は ステンレス製で、結合部は完全に溶接されており耐久性があります。
8 気筒パワーの証、深く轟くサウンド

もうひとつの機能として、ツイン チャンバーのエグゾースト システムがあります。フロントからリアへ向かって、2 本の印象的な楕円形エグゾースト パイプで構成されたエグゾースト システムは、645Ci を表す特別な V8 サウンドを生み出します。アイドリング時にはほとんど聞こえませんが、エンジン回転数が上がるにつれ、大排気量スポーツ カーのパワー ユニットにふさわしい 8 気筒サウンドが轟きます。とはいえ、どんなときでも騒々しくでしゃばった印象は与えません。むしろ反対に、乗員はこれが 645Ci のスポーティでダイナミックな走りを特徴づけているハイパフォーマンスのパワー ユニットなのかと納得しながら、深くて心地よいエンジン サウンドを体験することでしょう。
完璧な駆動系マネージメントのための、現在もっとも革新的な
エンジン コントロール システム

エンジン マネージメントME 9.2.1は、現在もっとも革新的なシステムで、BMW製V8ユニットの突出したパワー、トルク、エミッションの各データを制御します。そしてその複雑な機能にもかかわらず、このコントロール ユニットは1つの箱型ユニットだけで 645Ci に搭載されており、エンジン関連の機能だけでなく、特にボタン操作によって作動して、よりスポーティな走行をもたらすDDC（ドライビング ダイナミック コントロール）の制御と調整をも行います。
ME 9.2.1 コントロール ユニットは、オプションのアクティブ クルーズ コントロールを制御し、さらにいつでもさまざまな電装品に対して適切なエネルギー供給を行う車載の電源ネットワークをモニターしており、必要のないユニットは電源をオフにします。最後の機能としては、ラジエーターのエア フラップ コントロールを行って、最適効率で作動するようにしています。
熱力学および空気力学に基づき管理するエア フラップ コントロール

この画期的なエア フラップ コントロール ユニットは、キドニー グリルのすぐ裏に収納されており、エンジンや他のユニットの冷却に使用するエアの供給量を制御しています。このエア フラップは、必要なときにだけ開きます。必要でないとき、エア フラップは効率化のために閉じた状態となり、エンジンがより早く作動温度に達するようにします。その結果、燃費が向上し、車外の騒音も低減されるため、エンジンの寿命と作動の快適性において、十分な性能を発揮します。
常に正しいギア比を実現する 6段ギア

645Ci は、最大 600 Nm のトルク用に設計された 6 速マニュアル トランスミッションを標準搭載しています。電子制御による最高速度 250 km/h は、5 速と 6 速ギアで達成できます。6 速ギアでは高速走行時にダイナミックな運転スタイルが可能で、またより低いエンジン回転数のおかげで室内騒音も最低限に抑えることができます。大きな傾斜角と最適なオーバーラップを持つ直歯ギアは、トランスミッション ノイズの低減にも貢献します。より低いギアでは、BMW 645Ci は常に傑出した加速と牽引力を提供します。
マニュアル トランスミッションは、BMWらしい軽さ、正確さ、切れのよさを備えており、従来型に比べてさらに快適でスムーズなギア シフトを実現します。ギアを操作すると、まずセンターのギアシフト シャフトを介して内部のシフト ゲートに接続されます。そしてセンター ギアシフト シャフトでのシフト応力を抑えるために、スイング アームを介してシフトに必要なストロークが伝達されます。
SMG トランスミッション：F1 感覚のギア シフト

オプションの 6 速 SMG トランスミッションは、スポーティな走りを大いに楽しみたいドライバーには実にすばらしい選択肢です。このトランスミッションでは、F1 マシンのようにステアリング ホィールのパドル スイッチを操作するか、センター コンソールのシフト レバーを前か後ろに軽く動かしてシフトします。いずれの場合でも、このプロセスはクラッチ ペダルを踏まずに行われます。SMG は電子制御シフト バイ ワイヤ システムとして作動し、必要なときに瞬時にギアをシフトします。これは、油圧装置のアクチュエーターがクラッチを操作することでギアをシフトしています。クラッチ本体および変速比は、6 速マニュアル トランスミッションと同じです。
ドライバーが、シフト レバーまたはパドル スイッチでギアをシフトするときは、電子制御シフト バイ ワイヤ システムにより、選択されたギアに関する情報をトランスミッション コントロール ユニットに伝達します。するとこれを受けてこの「中枢神経」は自動的にエンジン制御に介入し、駆動力を低減させ、クラッチを切ってギアをシフトした後、再度クラッチを締結してもとの駆動力まで戻します。
シーケンシャル マニュアル トランスミッションSMGの原理は、次々と順番にギアをシフトすることです。ただし、シフト レバーやパドル スイッチを連続して何度か操作すると、特定のギアをスキップすることが可能です。SMG は、すべてのギア シフト操作をわずか 150 ミリ セカンド（0.15秒）という短時間で行いますので、ドライバーはほとんど気づきません。実際、ドライバーはギア シフト プロセスの場合、足をアクセル ペダルから離す必要もありません

このように極端にアクティブな設定により、SMG はエンジン低回転数化に効果のある 6 速ギアにより 6 シリーズのダイナミックでスポーティな性格をさらに高め、最適なノイズ コントロールと燃費を実現します。車両は 5 速と 6 速ギアの両方で最高速度に達します。
マニュアルでもオートでも：SMGドライブ モード

自分でシフトすることを望まないドライバーは、この機能全体をトランスミッション マネージメントのドライブ モードに任せることができます。もしドライバーがシフト レバーを使ってギア シフトを行いたいならば、BMW 645Ci は現在の走行状況に合わせた専用の制御特性マップに基づいて、ギアを自動的にシフトします。この場合、現在使用中のギアについては、インストルメント パネルのディスプレイに表示されます。
この上ない安全性とダイナミックなパフォーマンスのための SMG

シーケンシャル マニュアル トランスミッションでは、ギア シフト時に必要な操作はパドル スイッチを指で押すことだけなので、ドライバーはシフト中にステアリング ホィールに手を置いたままにしておくことができます。これは安全面に大きく貢献するもので、カーブの多い道路を走行するときに大いに役立ちます。また同時に SMG は BMW製大型クーペのダイナミックなパフォーマンスとスポーティな走りを大いに高め、どんなドライバーでも、マニュアル トランスミッションに慣れているドライバーが行うのと同じ素早さで加速することができるようになります。
ダイナミック パフォーマンスと卓越した快適性を併せ持つ
6 速オートマチック トランスミッション

ニュー 6シリーズの 6 速オートマチック トランスミッション（オプション）が、スポーティな走りを好むドライバーや快適志向のドライバーにも最適であることは言うまでもありません。6 速オートマチック トランスミッションは、技術的に600 Nm という大きなトルク用に設計されており、スポーティな走りとスムーズで快適なギア シフトの理想的な組み合わせを実現しています。大きなギア比により、オートマチック トランスミッションによる発進時にもメリットをもたらします。つまり 1 速ギアでは優れた牽引力が得られます。高速走行時に6 速ギアはエンジン回転数を低下させてメカニカル ノイズを抑え、燃費を向上します。ギアが 6 段あるにもかかわらず、トランスミッションは同様の 5 速トランスミッション ユニットよりも20％ほど軽くなっています。
電子制御アダプティブ トランスミッション マネージメント（AGS）が装備されているので、オートマチック トランスミッションはドライバーの運転スタイルや運転状況を学習し適応します。たとえば、カーブ走行中やストップ&ゴー走行などでの不必要なギアチェンジを避けたり、下り坂でエンジン ブレーキを使えるようにするため、自動的により低いギアにシフトされたりします。AGS は、特に冬期の走行にメリットを発揮します。滑りやすい路面では自動的に 2 速ギアで発進し、ギアをよりスムーズに穏やかにシフトして、駆動輪がスリップしたろ、車体が横揺れしたりしてコントロール不能になるのを防ぎます。
オートマチック トランスミッションでもマニュアル シフトを実現
オートマチック トランスミッションに組み込まれたステップトロニック機能は、ドライバーがマニュアル シフトをすることができるようにします。シフト レバーをオートマチック ポジション（D）から左側の M/S シフト ゲートへ倒すだけで、スポーツ志向のギア シフト プログラムを作動させることができます。その後、シフト レバーを前または後ろに軽く動かすと、ステップトロニック機能が働いて、マニュアルでギアを切り換えることができます。
ボタンを押すだけで、6 シリーズをもっとダイナミックに

搭載されているトランスミッション仕様に関わらず、ドライビング ダイナミック コントロール（DDC）機能が標準装備されており、ボタン操作でパワー トレインのレスポンスを、よりスポーティでダイナミックにすることができます。またサーボトロニック機能も、ステアリング操作がよりスポーティでダイナミックになります。アクセル ペダルを同じ位置に維持していても、ボタンを押すとエンジンはより素早い加速でさらにダイナミックに反応します。その後、アクセル ペダルを少し踏み込むだけで、もっとダイナミックで俊敏なエンジン レスポンスを獲得します。
オートマチック トランスミッション搭載車では、アクセル ペダルの位置に応じて、DDC は次のギアにシフト アップする際の規定エンジン回転数を上昇させます。一方 SMG トランスミッション装備モデルでは、DDC はもっと素早く、ダイナミックにギアをシフトします。
DDC のその他の機能は、ステアリング操作力を変化させることで（オプションのアクティブ ステアリング装備車を除く）、システムはこれにより、スポーティな走りを望むドライバーに、ステアリングからのより良いフィードバックをもたらします。
パワー トレインのスムーズで調和のとれたセットアップはさておき、DDC はまたドライバーに別のもっとスポーティでダイナミックなオプションを提供します。これは、特にスポーティな走りを好み、エンジンのパワーとパフォーマンスをもっと スポーティで自然なスタイルで楽しみたいドライバーに、さらに大きな駆けぬける歓びを用意します。
6.
シャーシおよびサスペンション：
アクティブ ステアリングにより
高められた俊敏性

BMW は優れた走行特性を誇っています。この卓越性の基礎はアルミ製シャーシにあります。BMW 645Ci の前後軸荷重配分はほぼ 50：50に設定されており、駆動方式もBMW 標準の後輪駆動です。その他にも、低重心、ワイド トレッド、ロング ホィール ベース（2,780 mm）などがあります。そのため、俊敏性、運動性能と、その結果としての究極の駆けぬける歓びは、最初からニュー 6 シリーズに用意されています。
標準装備のサーボトロニックによる正確なステアリング

BMW が提供する最高レベルの駆けぬける歓び、走行快適性、および走行安全性は、驚くほど精密で敏感に反応するステアリング システムとドライバーへの正確なフィードバックに拠るところが大きいといえます。645Ci に標準装備された油圧式ラック＆ピニオンのサーボトロニック ステアリングのおかげで、ドライバーは車速に応じて変化する特性マップに従って制御されるステアリング補助力により、非常に洗練された最新技術の恩恵にあずかることができます。ドライバーにとってこれは、たとえば駐車時には非常に快適でスムーズなステアリングを実現し、高速時にはうっかりステアリング ホィールを大きく動かしてしまうような危険がほとんどありません。こうした条件下ではサーボトロニックがステアリングのパワー アシストを調整しているからです。

 従来のステアリングは、どれも妥協の産物
従来のステアリングでは、ドライバーのステアリング操作は走行状況の違いに関係なく（ステアリング ロック位置に近くなるにつれて、ステアリングのギア比が少しずつ変化することはあっても）、常に一定のギア比でステアリングからフロント ホィールへ伝えられます。中速域までなら理想的といえるダイレクトなステアリング システムは、あまりダイレクトでないギア比のほうが望ましい高速域では、物理的要因から車速の増加とともにステアリング感度上昇を誘発するため、不満が生じます。。当然、あまりダイレクトでないステアリング ギア比の場合には逆のことが成り立ちます。高速走行で理想的なステアリングは、低速ではハンドルの操作量が増える原因になります。このように、これまでのステアリング システムは 2 つの両極端な要求の妥協点で成り立っていたのです。
ニュー 6 シリーズのダイナミックさを高めるアクティブ ステアリング

ステアリング システムに対する相反する要求 –  俊敏性、快適性、安全性の間の解決策の選択 – は、BMW 独自のアクティブ ステアリング（6 シリーズではオプション装備）によってのみ解決できます。これは電子制御によるステアリング システムで、可変ステアリング ギア比とパワー アシストがセットされています。
約 120 km/h までの中速度域でスポーティな運転および走行スタイルを維持する場合は、ステアリング ギア比をダイレクトにした方が、より俊敏で正確な操作ができます。これは特にカーブの多い田舎道を走行するときに威力を発揮します。ドライバーが ステアリング ホィールを握りかえる必要はほとんどありません。このような状況では、より良いハンドリングと正確なステアリングが、ニュー 6 シリーズのダイナミックなキャラクターを大いに高めます。
一方、街中ではアクティブ ステアリングによりとりわけ駐車時の操作を楽にします。ステアリング ホィールの操作量は 2 回転以下（ロック位置から反対側のロック位置まで）なので、フロント ホィールをいっぱいに左右に切る場合に、ドライバーに要求されるステアリング操作量が少なくてすみます。
速度が上がるにつれて、ステアリング アングルとステアリング電動アシストは徐々に弱められ、より良い、スムーズな方向安定性と走行安定性が得られ、ドライバーは走行快適性の飛躍的な向上と高速走行時でもリラックスしてゆとりのある運転を楽しむことができます。
アクティブ ステアリングの作動方式：ステアリング アングルの重ね合わせ

アクティブ ステアリングは、ステアリング アングルの重ね合わせ（スーパーインポーズ）原理に基づいています。ステアリング ホィールとステアリング ギアボックスの中間にある電動式アクチュエーターにより、ドライバーが指示したステアリング アングルに対して加減されるべきホィール切れ角を加算します。アクティブ ステアリングの中核となるコンポーネントは、ラック＆ピニオン ステアリング ギアに装着された2 本のインプット シャフトと 1 本のアウトプット シャフトを持つプラネタリー ギアです。インプット シャフトの 1 本はステアリング ホィールに接続され、他方は減速ギアとして働くセルフインヒビティング式ヘリカル ギアを介して電気モーターにより駆動されます。フロント ホィールには、ステアリング ホィール アングルとモーター アングルの和が、最終的な切れ角として出力されます。
低速ではドライバーが選んだステアリング アングルと同じ方向にサーボ モーターが作用し、フロント ホィールのアングルが増幅される結果、ステアリングの操作角度が小さくなります。このように、中速域までの範囲では従来の車両に比べステアリング ギア比がずっとダイレクトになります。


高速走行時には、アクチュエーターはドライバーのステアリング入力と逆方向に作用します。これにより、フロント ホィールの切れ角は小さくなり、ステアリング ギア比はダイレクトさが弱まります。同時にサーボトロニックによってステアリング トルクが引き上げられますので、ステアリングが神経質に、あるいは過敏に反応するのを防ぐことができます。
こうして、これまで機械式ステアリングでしか実現できなかった真のステアリング フィードバックが、純粋な電子式ステア バイ ワイヤ システムでも可能になりました。アクティブ フロント ステアリングは、俊敏性、快適性、および安全性の面で新しい基準を確立しました。ステアリング ホィールと ステアリング メカニズムは機械的に相互接続されているので、もしも電子制御によるアシストが故障した場合でも、ドライバーはステアリングを通常どおりに操作することができます。
アクティブ ステアリングと DSC – 理想的な組み合わせ

アクティブ ステアリングの追加コンポーネントとして、独自のコントロール ユニットと車両の状況 / ドライバーの意図を計測するための各種のセンサーがあります。さらに重要な点は、アクティブ ステアリングと DSC コントロール ユニット間では直接、頻繁に通信が行われています。これにより、ステアリングはフロント ホィールの切れ角を微妙に修正することができます。ステアリング ギア比への操作は、DSC によるホィール ブレーキ制御よりも素早く行われ、DSC 低域ではドライバーが気づくことはほとんどありません。
最高のサスペンションと DSC：完璧な組み合わせ

標準装備のシャーシおよびサスペンションによって確保される運動性能と安全性は、特別な状況に対応できるサスペンション コントロール システムによって最適化することができます。これらのシステムの目的は、走行条件を絶えずモニターして、必要ならば介入し、追加の安定化効果を提供することです。
ダイナミック スタビリティ コントロール（DSC）を要約すると、6 シリーズに標準装備されているこれらのサスペンション コントロール システムは、必要な場合はいつでも DSC が作動してエンジン出力を低減するか、ブレーキ システムを作動させます。
DSC の主要コンポーネントは、アンチロック ブレーキ システムABSと、それに含まれるコーナリング ブレーキ コントロールCBCで、中高速でカーブを走行するときに内側のリア ホィールにわずかにブレーキをかけることにより、車両の安定化を確保します。ASC（オートマチック スタビリティ コントロール）はブレーキに介入し、電子的にエンジン トルクを操作して、滑りやすい坂道でも駆動輪を空転させることなくスムーズに発進します（これはリミテッド スリップ ディファレンシャルと同様の効果です）。
もうひとつの特徴は、ASC トラクション モードに含まれる DTC（ダイナミック トラクション コントロール）機能で、特に雪道や凍結路面で駆動輪のトラクションを増加させます。ドライバーのスイッチ操作で作動するこの DTC モードは、DSC のブレーキ介入開始限界点を、トラクションとそれによる駆動力の向上のためにわずかに上昇させます。DTC 機能はスポーティな運転スタイルを実現し、DSC の基本的な安全機能を損なうことはありません。
ボディのロールを防止するダイナミック ドライブ

ダイナミック ドライブのシャーシおよびサスペンション コントロール システムは、ニュー 6 シリーズにオプション装備可能で、スポーツ走行性能と最高の走行快適性を結び付けました。直線コースを走るときは、路面に段差や凹凸があっても、ドライバーおよび他の乗員がそれに気づくことはほとんどありません。コーナーではダイナミック ドライブがボディのローリングを補正するため、あらゆる走行状況で高度の俊敏性と安定性が保証されます。体感可能な走行安全性の向上、軽快なハンドリングとステアリング精度の向上により、ダイナミック ドライブはサスペンション技術の分野に新しいベンチマークを確立しました。
ダイナミック ドライブは、たとえば市街地走行中のローリング動作をほぼ完全に吸収します。また、長いカーブが続くときでも、BMW 6 シリーズ クーペはボディを傾けたり、不安定な揺れを起こしたりすることなく、滑らかに駆けぬけます。カーブの多い田舎道を高速で駆けぬける場合でも、システムの働きでボディの傾斜は 80％またはそれ以上減少します。
このようなダイナミックな走行状況では、車線変更や回避操作を行った場合を含め、ダイナミック ドライブが的確に、制御マップに従って車両のステアリング特性にまで影響を及ぼします。その結果、トラッキング精度と負荷変動時の動作が改善されます。言うなれば、アクティブ セーフティの改善です。
ダイナミック ドライブにより、ハンドリングと振動快適性という相反する目標はほぼ解決されました。スプリングとダンパーを高度の振動快適性実現のためにチューニングできるためです。
ダイナミック ドライブの要となるコンポーネントは、従来の機械式アンチロール バーに代わってフロント アクスルとリア アクスルに装着された  2 本のアクティブ アンチロール バーです。アクティブ アンチロール バー（アクチュエーター）は、油圧式の旋回モーターで構成されます。モーターのシャフトとハウジングは、それぞれ 2 部分からなるアンチロール バーの片側半分のパーツに接続されています。アンチロール バーは油圧の力を捻り力に変換します。アンチロール バー自身はボディにしっかり結合されているため、捻り力は安定化モーメントとなります。直線道路を走行しているときは、アンチロール バーの 2 つのパーツは自由に動くことができ、路面の非対称のこぶまたは凹凸に起因する不快なローリング振動が起きるのを防いでいます。
アルミニウム – 比類のない走行性能に不可欠

ニュー 6 シリーズのフロント アクスルのスプリング ストラット/タイロッドは、特別な負荷がかかるほんのいくつかのコンポーネント（スラスト ロッド、ホィール ベアリング、ピボット ジャーナル）を除き、すべてアルミ製です。フロント アクスルのサブフレームには、ステアリング機構、アンチロール バー、ウィッシュボーン アーム、タイロッドが 含まれています。アルファベットの「U」字形をしたサブフレームは、横方向の剛性を高めてさらに正確な反応を保証するため、スラスト プレートで補強されています。
インテグラル IV リア アクスルにより、良好なトラック コントロールと走行快適性が実現されています。インテグラル リア アクスル上のホィールをガイドする 4 本のコントロール アームは、ボディに直接固定されるのではなく、リア アクスル キャリアに弾性的にマウントされています。リア アクスル キャリアはまた、ディファレンシャルをラバー マウントを介して支えています。
リア アクスル キャリア自身は、4 つの特大ラバー エレメントでボディと弾性的に結合されています。路面からタイアを経て伝わる小さな振動は、これらの弾性マウントを順次伝わる過程で減衰され、ニュー 6 シリーズの室内に達するまでにほとんどが吸収されてしまいます。
走行音が少ない理由は他にもあります。リア アクスル キャリア前側のスイング アームが、縦方向スプリングとして重要な役目を果たしています。さらにリア アクスル キャリア ベアリングが同じく縦方向スプリングとしてリア アクスル アセンブリー全体を支持しているので、騒音を抑え、快適性の向上に少なからず寄与しています。
フロントにアルミ製スイング キャリパーを装備した軽量ブレーキ

BMW 645Ci のホィールには、フロント / リアともに大径ベンチレーテッド ディスク付きスイング キャリパー式ブレーキが装備され、フェード知らずの優れた制動能力を発揮します。高炭素化ねずみ鋳鉄製のフリクション リングとサポート部品で構成されたディスクとアルミ製スイング キャリパーの採用によりバネ下重量が大幅に削減され、熱膨張によって引き起こされるブレーキディスクの変形が 20％ 減り、耐用年数がさらに伸びました。
この種の技術のおかげで、ブレーキ システムは、ニュー 6 シリーズによって提供される俊敏性、走行快適性、走行安全性を最大限に引き出しています。そして画期的な軽量ブレーキの設計において BMW は国際特許を取得しました。
18 および 19 インチのアルミ ホィール

BMW 645Ci には 18 インチのアルミ鋳造ホィールと 245/45 R 18 タイアが標準装備されています。これとは別に 18 および 19 インチのホィール、19 インチ鍛造ホィールと 245 タイア（フロント）および 275 タイア（リア）のタイア セットがオプションで提供されます。
ランフラット タイアで気楽な運転

ニュー 6 シリーズ クーペの全車にランフラット タイアを採用しているので、スペア タイアや応急用ホィールは必要ありません。サポート ストリップが追加されたことによるサイド ウォールの補強と、特に耐熱性に優れたラバー コンパウンドの採用によって、ランフラット タイアは完全にエアが抜けた状態でも、満載状態のまま最高 80 km/h の速度で少なくとも 150 km を走ることができます。積載重量が少ないか、タイアに多少でも空気が残っていれば、走行可能距離はもっと長くなります。ABS、ASC および DSC は、空気圧が完全に抜けた状態でも、問題なく機能します。
ランフラット タイアは、特殊な形状のダブル リム ハンプ（エクステンデッド ハンプ）を持ち、空気圧が突然低下してもタイアがホィールから外れることがありません。これは高速走行時やカーブの多い道路で著しい安全性の向上をもたらします。このホィールにはさらに、他の選択肢がない場合に、普通のタイアを装着できるという大きなメリットがあります。
空気圧の低下を知らせるタイア空気圧警報装置
ニュー 6 シリーズに標準装備のタイア空気圧警報装置は、ABS 信号を利用してホィール回転数を比較しながら、常にタイア空気圧をモニターしています。空気圧が大きく低下すると、タイア外周の長さが変化し、タイアの回転数が変わります。するとシステムがこれを検知し、光信号と音響信号でドライバーに警告します。タイア空気圧が 30％以上低下し、車速が 15 km/h を超えると、このシステムがただちに警告を出します。
7.
ボディ：
インテリジェント ライトウエイト構造で 
ダイナミックな走行のための新たな基準を提供

ダイナミックで現代的なクルマには、パワフルなエンジンと優れたシャーシだけでなく、重量を最小限に抑える軽量なコンポーネントが求められます。車両ボディに対するインテリジェント ライトウェイト テクノロジーという名称における「インテリジェント」とは、軽量化だけではなく、車両のさまざまな機能を高めるために使用される高性能コンポーネントのことです。
軽量で衝突安全性に優れた素材の理想的な組み合わせ
車両ボディの最も重要なコンセプトは、適切に混合または合成された素材の利用です。つまりボディはスチール、アルミニウム、合成樹脂素材のコンポーネントの組み合わせでできており、これが軽量化に大きく寄与することになります。そして同時に、車両ボディは従来より堅固に頑丈になり、衝突時の安全性を高めるとともに、さらに精密な運動性能を実現しています。
軽量アルミニウム製フロント セクション（WRAF）は、インテリジェント ライトウェイト構造を示す良い例です。重さは約 45 kg で、モジュール全体は、従来の同じような種類のスチール構造と比べて 20％ ほど軽くなっています。
ニュー 6 シリーズの製造にあたって、BMW はアルミニウムの採用において新しい領域に足を踏み入れました。フロント アクスルのスプリングとダンパーを支えるスプリング サポートはアルミダイカスト部品です。スプリング サポートの素材はアルミを主成分とし、少量のマグネシウム、シリコン、およびマンガンを加えた合金です。この合金は強度が高く、塑性加工性がよいことで知られています。2 枚のドアもアルミ製で約 10 kg の軽量化が果たされたものの、BMW の室内の剛性と安全性に対する要求事項のすべてを余裕でクリアしています。
新しい接着技術を使用したエンジン フード

エンジン フードもアルミ製で、同時に BMW は世界で初めてという新しい技術を採用しました。フードを形成する内側と外側のパネルは 1 成分式接着剤ではなく、2 成分式接着剤で接合されています。この接着剤の採用によって、より薄いアルミ パネルの使用が可能になり、エンジン フードの全重量を 6％ 減らすことができました。2 成分接着剤のその他のメリットは、エンジン フードの剛性を大幅に高め、風切り音を最小限に抑えることができるという点です。
2 枚のフロント サイド パネルは熱可塑性樹脂製で、4 kg の軽量を達成し、ニュー 6 シリーズのすぐれた走行ダイナミクスに寄与しています。そして同じく重要な点は、デザイナー達がこのように洗練された合成素材を、BMW 大型クーペのサイド パネル領域全体に一貫して採用し続けたことです。従来のスチール構造では、同じ方法でサイド トリムをサイド パネルの中に組み込むことは不可能だったからです。その他のメリットは、熱可塑性樹脂は形状の再生が可能な合成素材なので、小さな衝撃に対してスチールよりも傷つきにくいことです。そして最後に、この特殊素材は歩行者の安全に関する要件も満たすので、将来その能力に期待が寄せられています。また、完全防錆処理により耐用年数が長くなります。
SMC 合成樹脂による軽量化と新しいデザイン オプションの提供

シート モールディング コンパウンドSMCは、BMW 6 シリーズ クーペのトランク リッドに使用される特殊合成素材で、これにはいろいろなメリットがあります。技術チームにより選ばれたこの熱硬化性プラスチック素材はスチールよりも約 25％ 軽く、デザインの幅がさらに広がり、トランク リッドの外板面を、リア スポイラーとアンテナを組み込んだ一体成形で作ることができるようになりました。
ボディ パネルをできるだけスリムに保つ：
テーラーメードの圧延ブランク
圧延コンポーネントに使用される新しいプロセスも、6 シリーズを大幅に軽量化しています。テーラーメードの圧延ブランクは、ダイナミック プロセスにより圧延成形されるパネル素材で、難しい箇所で厚みを正確に合わせることができます。つまり、この素材は大きな露出ポイントで追加の補強を一切必要としません。むしろ特別な要求に合わせて本当に必要なところでのみ厚くなります。
この方法は、今回 BMW モデル シリーズで初めて採用され、横方向および縦方向のシート サポートやヒール クロスバーに使用され、軽量化だけでなく、とりわけクロスバー エレメント上の車両安全性を向上しています。
高度な素材混合を可能にした画期的な製造方法

車両ボディ素材を正しく組み合わせるには、革新的な製造方法が必要です。たとえばスチールとアルミニウムの接着用として、特殊な絶縁接着剤を開発する必要がありました。6 シリーズの接着部分の総延長は、約 60 m にもなります。またポイント溶接は約 4,000 箇所、ボルト止めは約 70 箇所を数えます。負荷状況や使用する素材に応じて、ニュー 6 シリーズ クーペにはこのほかに、マグ溶接、ミグ溶接、レーザー溶接、折り曲げ、リベット、サブコーティング、シーリング、打ち曲げ、クリッピングなど、さまざまな接合技術が採用されています。6 シリーズのボディに使われる材料は、スチール パネルとアルミ部品を合わせて 500 点近く、総重量はアタッチメントまで含めると 350 kg 近くに達します。

8.
装備品：
走行特性、走行快適性、優れた安全性の
ための補助システム

「最上のものこそふさわしい」この厳しい要求は、特に BMW 645Ci の装備品に適用されます。そしてこれは、サスペンション アシスト システムのようなボディ内に隠れた装備品だけでなく、インテリアの目に見える、また目に見えない「補助システム」にも当てはまります。
夜なのに昼間のように、アダプティブ ヘッドライト

車内外の照明は、走行中の乗員の快適性と安全性に非常に重要です。BMW が開発したアダプティブ ヘッドライトはまさにこれを考慮したもので、6 シリーズではオプションで装備可能です。バイキセノン固定式ヘッドライトは標準装備されています。
アダプティブ ヘッドライトにより、夜間のカーブ走行における路面照射が最高 90％ 改善され、走行中の安全性に大きく貢献しています。ヘッドライト ユニットは、ステアリング ホィールの操作角度、ヨー レート、走行速度に応じて向きを変えます。アダプティブ ヘッドライトは車両が発進すると作動を開始します。
たとえば右側通行の道路でホィールを左方向にロックした状態で駐車したときは、対向車にまぶしさを感じさせないために、交通法規に従ってヘッドライトをまっすぐ前方に向けておく必要があります（左側通行の場合は、左右が逆になります）。アダプティブ ヘッドライトのベースはダイナミック ヘッドライト自動光軸調節機能で、積載状況や車両重量の変化を補正します。また、ヘッドライト ウォッシャー システムも標準装備されています。
バンパーどうしの衝突を防止するダイナミック ブレーキ ライト
LED 技術を採用したテール ライトとブレーキ ライトも、走行安全性の向上に貢献します。発光ダイオード（LED）は従来の電球よりも明るいだけでなく、反応がよりすばやく、耐用期間も長くなっています。
ニュー 6 シリーズのその他の機能として、画期的なアダプティブ ブレーキ ライト（ブレーキ フォース ディスプレイ）があり、ブレーキ ペダルを踏み込んだとき、その強さに応じてブレーキ ライトの発光面積を拡大します。これにより、6 シリーズのドライバーがブレーキを強く踏んだことが後続車両にはっきりと警告され、後ろからの追突を予防することができます。
室内照明：
すばらしい空間を演出するすぐれたライト コンセプト

専用のライティング コンセプトにより、ニュー 6 シリーズには心地よい調和のとれた照明が提供され、夜間走行時の室内の安全性と居住性を高めています。
このコンセプトの最初の目標は、調和のとれた最高級の室内照明を提供することでした。つまり、すべてのライト ユニットを人間工学に基づいて制御し、室内が眩しくないようにします。ニュー 7 シリーズと同様のフリー エリア リフレクターが、室内のすべてのワーキング エリアに調和のとれた照明を実現しています。
ニュー 6 シリーズは標準仕様のトリム仕様にも、センター コンソール上の 2 個の LED 付きリーディング ライトを含むさまざまな照明が装備されています。フリー エリア リフレクターを使用した防眩式ライトでは、調和のとれた照明効果が得られ、高級感が漂います。このライトに加えて 2 個の足元ライトが装備され、特別なセンスと洗練さを付け加えています。
オプションの追加ライト パッケージには、特にドア ハンドル付近とドア パネルに発光ダイオードが追加されます。マップ リーディング ライトと足元ライトとが組み合わされて、これらのライトはスペース感覚を強調し、乗員を快適にします。ドア開口部のライト付きエントリー ストリップもオプションで提供され、調和のとれた照明効果を生み出して、ニュー 6 シリーズの独自性をさらに引き立てています。
このスペシャル パッケージのその他の特徴として、車両ドア周囲外側の照明があり、ドア ミラーの下側に配置された 6 個の発光ダイオードで構成されています。ドライバーがリモート コントロール キーで車両をロック解除すると、LED がドア入り口付近を約 20 秒間照らします。また、リモート コントロールを使って、ドライバーが降車時に外側の照明を点灯させることもできます。
iDrive：究極の人間工学

iDrive の採用により BMW は自動車の人間工学分野に新しい思想を吹き込みました。数々の副次的機能を直感的に操作できるようにし、ドライバーが前方の路上から視線をそらす必要を事実上なくしました。
運転するうえで不可欠な機能のほとんどを、ステアリングの周囲で操作からきる一方、快適さに関連する基本機能はセンター コンソールにまとめられています。それ以外の機能の設定や操作は、コントローラーとコントロール ディスプレイを使い、これまで以上に単純化され、操作部を見ないでも操作できる直感的なメニュー構造を使って、運転席 / 助手席のいずれからでも操作できます。ディスプレイは画面サイズ 6.5 インチ、8 ビットのカラー ディスプレイが標準装備されます。

このようにコントロール センターはすべての範囲の機能を内蔵しているので、ダッシュボード上のたくさんのスイッチやコントロール ユニットを混同することがありません。
コントロール ディスプレイ：
画面が常に明るい半透過型液晶テクノロジー

ディスプレイに採用されたのは、新世代の半透過型液晶画面です。他の方式のディスプレイでは、直射日光が射し込むと表示が見にくくなり、読めなくなることもありますが、半透過型液晶ディスプレイでは、日光がディスプレイの背面で反射されます。この受動反射（光がいったん取り込まれるため「受動」と呼ばれます）により、画面が明るく表示されます。逆光の場合や暗がりでは、バックグラウンドからの透過光によって読み取りやすくなっています。その明るさは、センサーを利用してそのときどきの周囲の明るさに合わせて調整されます（運転席または助手席からディスプレイの明るさを調整も可能）。このほか、ディスプレイにヒーターが組み込まれ、非常に寒いときでも短時間でウォームアップが行われます。
画面に表示されるメイン メニューは、コミュニケーション（TEL）、ナビゲーションまたはオンボード インフォメーション（NAVI）、エンターテイメント（AV）、エアコンディショナー（AC）の 4 つのセクションに分かれています。メイン メニューが表示されているときにコントローラーを押すと、5 番目のメニューであるインフォメーション / 車両設定（オーディオ音質およびディスプレイ設定、車両設定、メインテナンス情報）に切り換わります。
コントローラー：多くの機能を片手で操作

ドライバーまたは助手席の乗員は、コントローラーを使って数多くの装備品の階層化された機能を選択したり操作したりできます。コントローラーはアーム レストの前方に配置されているので、使いやすくまたドライバーの手に完全にフィットします。ドライバーはアーム レストに腕を乗せたまま、センター コンソールの機能ボタンを押すこともできます。またコントローラーを前後左右にスライドさせることにより（24 ラッチ付きロー コントローラー）、ドライバーはメニュー フィールドを変更したり、ひとつのメニュー内でカーソルを合わせることができます。
あるメニューが表示されているときにコントローラーをスライドすると、機能が選択されます。コントローラーをまわしてカーソル位置を合わせてコントローラーを押すと、選択したメニュー項目が実行されます。コントローラーの後方に新たに用意された MENU ボタンを押すと、メイン メニューに直接戻ることができます。
機能に応じてタッチが異なる 8 方向のコントローラーは、オプションで提供されます。この可変タッチ効果は、特別な操作を行っているという感覚をユーザーに与えます。希望の効果を提供するために、コントローラーには、回転力や抵抗力を発生する電気モーターを装備しています。コントローラーの回転動作は、光センサーとソフトウェアで検知され、コントローラー操作角度の最も小さな変化にも反応するモーターによって形成される新しいトルク値がダイナミックに計算されます。Professional ナビゲーション システム装備車の場合、コントローラーの斜め方向の操作が追加されて、地図移動などの操作ができます。コントローラー横の追加ボタンは、システムに内蔵された音声入力機能を作動させる場合に使用します。このハイ バージョンのコントローラーには、8.8 インチのカラー ディスプレイ（256 色、16 ビット カラー、640 x 240 ピクセルの解像度）がセットされます。
簡単な言葉で作動：制御が簡単な、新しい音声入力

6 シリーズにオプション装備可能な音声入力機能は、iDrive にまったく新しい一面「音声」を追加します。このテクノロジーは、以前の音声入力システムよりもはるかに進んでいます。
音声入力は、正確で信頼性の高い話し手志向のユーザー インターフェース（UI）を使用し、より広範囲の言語ダイアログを提供し、多くの強化機能を備えています。新しいテキスト トゥ スピーチ機能では、電子メール、ショート メッセージ、ラジオ局名、ドライバーが作成した特別選択のオプション リストの読み上げも可能です

他の新しい機能は、グラフィックと音声の相互作用です。あらかじめ互いに離れた、これら 2 つの機能がここで結合されます。ディスプレイは、音声入力を介して、作動モードと現在の選択したメニュー項目を示します。
ナビゲーション システムも音声に従う

音声入力は、ディスプレイ上に現れるすべてを作動させることができます。この機能の名称は「あなたが見ることを声に出して言うことができる」ということで、ドライバーは短縮した言葉を使って、選択したメニューやその他のメニューに進むことができます。以前はこれを、ドライバーがコントローラーを使用して手動で行わなければなりませんでした。
電話もかなり楽になりました。電話メニューを作動させると、ドライバーは電話をかけたい相手の名前を言うだけでよいのです。後は該当する電話番号が自動的にダイヤルされます。
この新しい音声入出力システムは、コントロール ディスプレイのほとんどすべての機能を制御および操作することができます。使用できる機能は、電話、電話番号案内、住所録、SMS、BMW Assist、BMW Online、ナビゲーション、ノートブック、ラジオ、CD/DVD/MP3、オートマチック エア コンディショナーなどです。
この広範囲の、使いやすいテクノロジーのおかげで、ドライバーは、道路や交通状況から気をそらされることがありません。
iDrive コンセプトをさらに強化するヘッドアップ ディスプレイ

革新的なヘッドアップ ディスプレイは、iDrive コンセプトのもうひとつの重要な利用形態で、運転に関連する情報をドライバーの視野内に表示するものです。これにより、アクティブ セーフティと快適性の向上に大きく寄与します。ドライバーは前方から視線をそらすことなく、重要な情報を取得することができ、表示される情報はコントロール ディスプレイとコントローラーによりリストから選択され、ドライバーの個別の要求事項を満たすために使用されます。計器類の明るさなどの個人設定はキー メモリーに保存されます。ヘッドアップ ディスプレイは、ナビゲーションの案内メッセージとアクティブ クルーズ コントロールの情報、チェック/コントロールからの警告、現在の車速（この項目はヘッドアップ ディスプレイに常時表示される）。
重要な情報を、必要なときにいつでも

表示すべき仮想イメージは、ダッシュボードに組み込まれたプロジェクター内で作り出され、フロント ウィンドウに投影されます。そのために、特殊なフロント ウィンドウ技術が使用されています。バーチャル画像が表示されるのは、ドライバーから見て、エンジン フードの後端部付近です。人間工学的にもこの表示位置が非常に良好なため、ドライバーは路上の交通状況に集中できます。コクピットに頻繁に視線を落とす必要がなく、目の焦点の切り換えが問題になることもありません。
外光条件にかかわらず常に見やすい状態にするため、レイン センサーと光センサーを使って表示の明るさを調整しています。路面が濡れているときや暗がりでも、見易さが損なわれることはありません。そのようなケースを含め、自動調整機能が、環境条件に合わせて表示を調整するためです。ヘッドアップ ディスプレイのスイッチは、ライト スイッチにあります。
マルチファンクション機能付きレザー スポーツ ステアリング ホィール

BMW 大型クーペのスポーティ志向を反映して、レザー スポーツ ステアリング ホィールが標準装備されており、いつでもすばらしいハンドリングが得られるだけでなく、ファンクション キーを内蔵して走行中の安全性を最大限高めています。これにより、ドライバーは多くの機能を、ステアリング ホィールから手を離さないで操作することができます。さらにオプションのシーケンシャル マニュアル トランスミッション（SMG）用のパドル スイッチもステアリング ホィールに組み込まれているので、ドライバーは指を触れるだけで、ギアをすばやく効率的にシフトすることができます。
ラジオや CD の操作のほか、電話をかけるときでもステアリング ホィールからダイレクトにすばやく行えます。慣れるのは簡単です。iDrive の音声入力機能の便利さにもすぐ慣れて、十分活用できます。またドライバーはステアリング ホィールの追加機能も、2 つの「プログラム可能な」ボタン（内気循環の常時作動用選択ボタン）で選択することができます。
ACC アクティブ クルーズ コントロール.

オプション装備のアクティブ クルーズ コントロール（ACC）は、ドライバーに安全な車間距離を保ち、交通状況に応じた適正速度を維持するためのサポートを提供します。ドライバーが事前に希望速度を設定しておけば、走行中の車速を維持できるばかりか、高速道路や幹線道路など、交通状況に応じてその必要がある場合は、先行車両との車間距離を設定することもできます。
仮に前方に自車よりも低速で走行する車両が現れると、ACC はレーダー測距センサーでこの状況を検知します。天候などの状況にもよりますが、前方 120 m までの範囲にある先行車両を検知し、車速を先行車両の速度に合わせて制御します。いったん作動し始めると、その後は ACC が自動的に加速し、また快適性を損なわないように減速を行い、ドライバーがあらかじめ4 段階の車間距離のひとつから選択した車間距離を保ちます。それに対し、ドライバーは必要ならばいつでもアクセルまたはブレーキ ペダルを操作して、ACC の動作を中断させることができます。特にシステムの限界に達したときは、それが不可欠となります。交通の安全に対する責任は、あくまでもドライバーにゆだねられています。
特別な状況などでより大きな減速が必要な場合には、ACC は視覚および音響の信号を発してドライバーにブレーキ操作を促します。
ACC は 30～180 km/h の速度範囲で作動し、この範囲でドライバーは希望速度を設定することができます（10 km/h 刻み）。ドライバーが選択した車速は、スピード メーター上にマークされ、先行車両に合わせて減速する必要が生じないかぎり、その速度がコンスタントに維持されます。
ACC によってドライバーは、車間距離と車速の微調整を繰り返すという退屈なプロセスから解放されます。高速道路などを多数の車両が列をなして走り、しかも車速を頻繁に変更する必要がある場合（そのような状況では普通のクルーズ コントロールは多くの場合役に立ちません）に、ACC の威力が発揮されます。この場合でもドライバーは何もせず、交通の流れに従って ACC がスムーズかつ快適に加減速するのに任せておけばよいのです。
超音波によるパーキング

オプション装備のパーク ディスタンス コントロール（PDC）は、超音波を使って車両近くの障害物を検出し、車庫入れ等の操作を容易にするための機能です。前後の障害物までの距離は、まずグラフィック表示で、次に音響信号で、ドライバーに知らされます。障害物までの距離が車両の前方 1.5 m、後方 2.0 m 以内になると、音響信号が出されます。グラフィック表示では、車両が平面図で示され、センサーの検知範囲にある障害物は、色の違いによって示されます。これによりドライバーは周囲の障害物と自車との位置関係をひと目で正確に把握できます。
標準装備のオートマチック エア コンディショナーも
新しいベンチマークを設定

車内でいかに心地よく感じるかは、室内の温度に拠るところが大きいといえます。BMW 6 シリーズは特に乗員が希望する空調とパフォーマンスに注目し、6 シリーズ用にオートマチック エア コンディショナーを開発しました。これはクーペのセグメントに、パフォーマンスと個別コントロールという点で新しいベンチマークを設定しました。特に従来のシステムと比べて、オートマチック エア コンディショナーは室内の暖房および冷房が急速に行え、風量配分やエバポレーター温度の調節も特別な要求に合わせて独立して個別に行えるので、冷えすぎや不快な鼻や喉の粘膜乾燥を防ぐことができます。また操作も簡単で、重要な機能は2、3のボタンだけで作動させることができます。
BMW の iDrive コンセプトに従い、基本機能である換気、暖房および冷房機能、左/右温度を、インストルメント パネルにあるボタンやダイアルでコントロールできます。細かい調整はコントロール ディスプレイで行います。
オートマチック エア コンディショナーでは、車内温度、風量、温度配分は左側座席と右側座席用に分けて自動制御されます。上半身に対する温度を個別に調節するのに重要な層状温度管理、インストルメント パネルの中央の吹き出し口からの温度や風量は、コントローラーとコントロール ディスプレイを介して無段階調整が可能です。このような高機能を実現するために、車両の左右で別々にバイダイレクショナル（2 方向）ソーラー センサーが陽射しの強さを測定し、暑さに応じて冷気の量を変えています。
またクリアな視界が妨げられるのを防ぐため、ガラスの温度と気温を曇りセンサーがモニターしています。必要が生じたときは、ガラスの曇りを除去するために、複数のステップからなる処置が講じられます。このとき、最初に実施されるのは室内環境の変化を引き起こしにくい対策からです。まず内気循環から外気導入モードに切り換える、風量を増やす、それでもだめなら、室温を下げて除湿する、といった要領です。
室内環境改善のため、空気中の湿度を完全にコントロール

乗員にとって特に喜ばしい機能は、冷えすぎを抑制し、鼻や喉の粘膜の乾燥を防ぐエバポレーター温度コントロールです。普通のカー エアコンでは、空気をまず約 1～3℃に冷却し、空気中の湿気を除去したあとで、乾燥した空気を希望温度に達するまで再び暖めるという方法が取られています。
これに対し、ニュー 6 シリーズのエアコンでは、センサーで外気温度をモニターし、必要不可欠な範囲でのみ空気を冷却します。これにより、冷却のための温度が 10℃前後にまで引き上げられるため、空気中の水分が極端に失われることがなく、粘膜にとってやさしいレベルの湿度が維持されます。この場合、走行快適性におけるその他のメリットとして、燃費の向上を挙げることができます。
余熱ヒーター機能は、エンジン停止後も冷却水をポンプでヒーター コアに送り、室内に暖かい空気を供給します。このときにパーキング ベンチレーションを選ぶと、エンジンが停止していても、オートマチック エア コンディショナーを通して外気を取り入れ、換気できます。この場合、外気はチャコール フィルターによって浄化され、粉塵およびその他の汚染物質はほぼ完全に除去されます。外気に多量の有害汚染物質が含まれているのをガス センサーが検出したときは、オートマチック エア サーキュレーション（AUC）が働いて、自動的に内気循環モードに切り換わります。
省エネ効果があり、室内温度を下げるクライメート コンフォート ガラス

オプション装備のクライメート コンフォート ガラスは、オートマチック エア コンディショナーと最適な組み合わせです。標準ガラスを装備した車両に比べると、日なたに駐車したときの室内温度の上がり方は 5℃ 近く違い、この赤外線反射効果を持つガラスの場合、表面温度は 10℃ 前後低くなります。ドライバーと乗員が肌で感じる熱気もそれだけ和らぎます。
このことは、発進時はもちろん、走行中にもオートマチック エア コンディショナーの出力を低くさせることができることを意味します。ブロワーの出力を下げれば、乗員に吹き付ける冷気も弱くなります（ブロワーのノイズ低減と省エネ効果も）。赤外線反射ガラスは大きな強度を誇るラミネート ガラスなので、もちろん限度はありますが、盗難防止効果があり、万一の事故の際にも割れにくくなっています。
メモリー機能を標準装備したフロント シート

ドライバーと助手席のシートには両方ともメモリー機能が付いており、シートの前後方向、高さ、背もたれ角度を電動調節することができます。ヘッドレストは手動で高さと角度を最適な位置に調節します。
「ベーシック」シートといえども最高品質のダコタ レザー仕上げになっており、6 シリーズの洗練されたクラスとスタイルに完全にマッチしています。ブラック、クリーム ベージュ、シャトーの 3 色からお選びいただけます。
オプションで提供されるスポーツ シートは電動調節機能付きで、硬く引き締まったクッションを使用し、とりわけダイナミックな高速走行のために最適なサポートを提供します。ベーシック シートにオプション装備可能な電動ランバー サポートは、スポーツ シートには最初から含まれています。これはエア チャンバーの無段階調節システムにより、乗員は体にぴったり合ったシート位置を見つけ、背中の筋肉を支えて、どんな特別な負荷からも背骨を楽にできます。ベーシック シートの他に、スポーツ シートには手動で調節可能なサイ サポート（シート前端部調節）が付いています。
3 段階のシート ヒーターは、ベーシック シートとスポーツ シートの両方に組み込まれており、シート、バックレスト、サイド サポート部分に触れる身体全体を非常にすばやく効率的に暖めます。
本格的な 2+2 シーター クーペ

この新しいクーペでは、後席の乗員も最高の贅沢を味わえます。クーペは通常、サルーンよりも低くて流線型のルーフ ラインを持っていますが、6 シリーズでは後席に座った大人でも十分にゆとりあるスペースと走りを楽しむことができます。後席の 2 掛けレザー シートは中央のクッションで互いに分かれており、身体の位置に合ったバックレストとともに、横方向にも良好なサポートを提供します。運転席と助手席シートにアクセスしやすいようにエントリー サポートが用意され、乗員が体を大きく曲げたり、低くしゃがまなくても左右リア シートに簡単に乗り込むことができます。 これもニュー 6 シリーズを、あらゆる目的に適った本格的な 2+2 クーペにしている機能のひとつです。
これ以外の645Ci の長所として、容量 450 リッターの大容量のトランク ルームがあります。トランク ルームには、スーツケースが、大型 1 個、中型 1 個、小型 1 個、あるいは小型スーツケース 1 個と 46 インチのゴルフ バッグが 2 個収納できます。リア シート バックレスト中央のスキー バッグには、スキー セットなら2 組またはウィンター スポーツ用スノーボードなら1 枚を収納できます。
容量 4.8 リッターのグローブ ボックス、ドアの収納ポケット、シートの収納ネット、追加の収納ポケットや他のさまざまな小物入れの装備により十分な収納スペースを用意し、6 シリーズを非常に多機能で実用的な車両にしています。特にセンター アームレスト下のロック付の 2 分割収納ボックスは電話の収納に便利で、電話がとても使いやすくなります。
カー & キー メモリー： 一台のクルマを複数のドライバーで使用

カー&キー メモリー（CKM）は、BMW のニュー大型 クーペがいかに生活を楽しく便利にしてくれるかを示しています。標準装備されたこのすばらしい機能により、ひとりひとりのユーザーが電子制御で受ける恩恵を、それぞれ自分の希望に合わせて調整しておくことができます。システムは自動的にそれぞれ新しいドライバーを検出し、あらかじめプログラムされた機能を調整します。CKM は、シート、ミラー、アラーム システム、集中ロック、音声入力機能、ライト システムの機能を調整することができます。
CKM の全体的なコンセプトは、車両専用（カー メモリー）とドライバー専用（キー メモリー）の設定に分かれます。車両専用の設定は、車両に通常要求される基本設定で、誰が運転するかに関係ありません。これらの設定はユーザー全員に対して同じです。
個人設定：大型 BMW クーペは考える

他方、キー メモリーは個人的な設定と調整に焦点が当てられ、4 人の異なるユーザーが個別の要求にしたがって各自の機能を記憶させておくことができます。システムはユーザーを車両に向けられたリモート コントロール キーで認識し、すると個別にプログラムした設定が自動的に作動し、必要な調整を行います。
これは BMW 6 シリーズのドライバーのためのインテリジェント機能で、車両がドライバーを認識して、個人的な好みを呼び出します。もちろん、大きなメリットはユーザーが個人的な設定のほとんどを毎回変えることなく使用できることです。
9.
最高レベルのパッシブ セーフティ


BMW 6 シリーズ クーペは、アクティブ セーフティとパッシブ セーフティの点でも、プレミアム クラスのまさにトップに位置しています。このハイレベルのアクティブ セーフティは、たとえばさまざまなサスペンション アシスト システム（DSC やダイナミック ドライブなど）や安全なアルミ シャーシなどで実現されます。さらに重要な安全装備として、アクティブ ステアリングとアダプティブ ヘッドライト（両方ともオプション装備）、ランフラット タイア、画期的な軽量ブレーキ、その他のさまざまな機能が装備されているため、BMW 645Ci のドライバーは走行中に、車両のパワーとパフォーマンスをダイナミックに、しかもなんらリスクを負うことなく引き出すことができます。
また同時に、ニュー 6 シリーズは最高水準のパッシブ セーフティを提供することで、万一の衝突時にすべての乗員が受ける負担を最小化します。このように BMWの新しい大型クーペは、パッシブ セーフティの面でもこのセグメントの頂点に立っているのです。
最大限のサバイバル スペース –  乗員への負荷を最小化

パッシブ セーフティの基本目的は、万一の衝突の際に最大限のサバイバル スペースを設けて、乗員が受ける負担を最小化することです。BMW の妥協を許さないパッシブ セーフティ基準を満たすために、ニュー 6 シリーズは高負荷支持構造を採用し、フロントおよびリアに変形ゾーン（衝突時の衝撃力の吸収と影響の緩和のために可能なかぎり使用）を設けています。
フロント エンドの構造は互換性デザインを基本としており、衝突が発生した場合に他の車両の乗員に対しても最適な保護を提供します。極端に大きな剛性をもつキャビンは、激しい衝突のときでも車内の乗員を保護するのに必要なスペースを確保します。これには、車内で乗員が最大限前方に移動することや衝撃力を吸収することを可能にするパッケージが含まれています。あらかじめ定義された衝撃吸収曲線に基づいて変形するステアリング コラムの変形エレメントは、約 80 mm のストロークで伸縮し、乗員にかかる負荷をさらに軽減します。
最悪のケースでもすべての乗員を守る効果的なシート ベルト システム

ニュー 6 シリーズは、非常に効果的なレストレイント システムを採用することで、万一の事故の際にも乗員の最適な保護を実現します。たとえば、フロント シート ベルトにはベルト フォース リミッターとベルト テンショナーが装備されています。ドライバーと助手席の乗員は、2 段階作動のエアバッグで保護されます。このエアバッグは「インテリジェントな」ユニットとして作動するもので、事故の激しさに応じて膨張プロセスを調整し、負傷の危険を最小限に抑えます。さらに助手席エアバッグは、インストルメント パネルの開口部の下に、外からは接合部が見えないように隠されているので、インテリアのダイナミックなハーモニーが損われることはありません。
セールのように作動するヘッド エアバッグ

各ドアにはエアバッグが 1 個ずつ、またサイド ウィンドウには AHPS ヘッド エアバッグが装備されているので、ドライバーと助手席の乗員には上体をすべてカバーしてくれる完璧な安全および保護システムが提供されることになります。要約すれば、アドバンスト ヘッド プロテクション システム（AHPS）エアバッグは、従来の ITS ヘッドバッグの標準機能をはるかに超え、従来のヘッドバッグの構造上の利点と、サイド ウィンドウ全体に伸びるある種のセールまたはカーテンによって提供される広いエリアの保護という利点を結合したものです。万一最悪の事態に陥った場合でも、このセールが飛散するガラスの破片などから乗員を保護します。その他にも、乗員が効果的にシートに押し戻されるというメリットがあります。
ASE コントロール システム：適切なタイミングで最適な保護

広範囲で相互に作用するセーフティ コンポーネントを高度に制御するのが、画期的なアドバンスト セーフティ エレクトロニクス（ASE）システムです。最新の、ネットワーク化されたエアバッグ コントロール システムである ASE は、光コンダクターを使用し、分散化サテライトを通じて衝突の位置を正確に測定し、車両レストレイント システムの極端にすばやい、ターゲットを定めた作動を確実に行います。 その他、ASE はエアバッグの誤作動をほぼ完全に排除することができます。
10.
テレコミュニケーション：
情報、通信、エンターテイメントに
おける技術革新

「走行中なのに、まるで自宅か会社にいるかのように」正確に言うならば、これは今日私たちが直面している重要な要求なのです。この要望にニュー 6 シリーズ クーペは完全に応えることができます。現代のテレコミュニケーション技術の発展のおかげで、ドライバーと乗員はほとんどいつも人と連絡を取り合い、望むときにいつでもあらゆる種類のサービス オンラインにアクセスすることができます。
また同時に Professional オーディオ システムは、どの点でをとっても最上級のホーム オーディオ システムに劣らない、すぐれた音質の愉しみをいつでも提供します。
ユーザー固有のワイヤ ハーネス：
車内のセンター ナーバス システム

ユーザー固有のワイヤ ハーネスは、車内の「センター ナーバス システム」として作動し、各種の通信ユニットを相互に接続します。「ユーザー固有」というのは、BMW から現在利用可能なコンセプトにしたがって、ワイア ハーネスが個々の車両とそこに取り付けられているコンポーネントに正確に適合されていることを意味します。ワイヤ ハーネス自体は従来の銅線と光コンダクターで構成されています。電波干渉などの障害はほとんどなく、すべてのセンサー、アクチュエーター、電子コントロール システムを相互に接続しています。
この総合システムのコア エレメントは、プラスチック ウェイブ コンダクターで構成されたメディア オリエンティッド システム トランスポート（MOST）リングで、ドライバーの命令やオーディオ、ビデオ、グラフィック信号をデジタル化してコントロール ユニット間に転送します。このリング システムは、コンポーネントの複雑な配線を不要にしましたが、それでもまだ、必要な専用コンポーネントを追加することで拡張することができます。
MOST – 将来の自動車用マルチメディア標準技術
必要なネットワークの提供の他に、MOST は走行時に使用するアプリケーション用のシステム ルールを設定します。道路交通のような規則や規制を適用することにより、システムはコントロール ユニットや機能の相互作用をモニターします。電話のハンズフリー操作を可能にするには、コントロール ディスプレイ、ラジオ、アンプ、電話自体が互いに連携する必要があります。このような場合にMOST は、複数のユニットで成り立っている多用途のインフォテインメント システムの管理を統一化し、構成します。
この MOST ネットワークには、システム マスターの M-ASC (MMI オーディオ システム コントローラー）のコマンド レベルと、洗練された カー コミュニケーション コンピュータ（CCC）– 従属コントロール レベル（つまり実際のジョブを担当するスレーブ ユニット）の両方があります。
MOST システムの大きなメリットは、現在、自動車と情報産業の一流メーカーがMOST の改善を行っており、それが車両のマルチメディア ネットワーク用の共通基準となることです。そして BMW はこのシステムの先駆者であるわけです。
M-ASC と CCC は、コントロールの「監督者」
ニュー 6 シリーズでは、各種情報、エンターテイメント、およびコミュニケーション（いくつかはオプション装備）の実現ため、個々の機能とユニットを相互に結び付けて統合する最優先のプラットフォームが必要です。この「システム マスター」または「ヘッド ユニット」は、ユーザーにとって目に見えないコントロール プラットフォームで、M-ASC（MMI オーディオ システム コントローラー）、または広範囲の機能を提供するカー コミュニケーション コンピュータ（CCC）がこれに該当します。
M-ASC は、CD チェンジャーまたは MP3 プレーヤーを含むカー オーディオ システム、電話、ベーシック ナビゲーション システム、ヘッドアップ ディスプレイ、ならびに 6 シリーズの他の多くの技術機能（オートマチック エア コンディショナーなど）を制御および操作します。M-ASC が実際にどう作動するのかは、電話のハンズフリー操作の例を見れば明らかです。この操作を可能にするには、コントロール ディスプレイ、ラジオ、アンプ、電話が互いに連携する必要があります。M-ASC では独立した各種コントロール ユニットがひとつのハウジング内に組み込まれているので、その分スペースが節約できました。そのためドライバーと乗員は、たとえば車内に追加の収納コンパートメントを設けるなどして、スペースを有効に利用することができます。現時点で M-ASC は BMW 独自の技術革新であるため、市場でこれと類似のものを見かけることはありません。
カー コミュニケーション コンピュータ（CCC）は、さらに広範囲の機能を提供するもので、BMW Professional ナビゲーション システムがオプション装備された車両で主に M-ASC の代わりとして使用されます。性能アップした音声入力、TV およびビデオ機能、BMW Online または BMW Assist の機能があります。6 個のマイクロプロセッサーを取り付けたこのプラットフォームの最も重要なメリットは、後からアップデートしたソフトウェアやコンポーネントを非常に簡単で直接的な方法で追加できることです。また M-ASC と同じく、CCC は単一のボックス内に組み込まれているので、その分スペースに余裕が生じ、そのスペースをユーザーは有効利用することができます。
パーフェクトなサウンドを提供するHiFi および TOP HiFiシステム
BMW 645Ci は、乗員のために優れたサウンドを提供する高音質の 2 x 40 W および 4 x 25 W の HiFi システムを標準装備しています。車内全体に特に良質の重低音を響かすために、左右フロント シートの下に 2 個のセンター ウーファーが取り付けられています。これらのセンター ウーファーはサイド シルに接続されているので、最高音質のサウンドに必要な容積を備えており、6 個のサブウーファーとツィーターがこの凝ったシステムを仕上げています。
オプションの TOP HiFi システムは、BMW 6 シリーズをまさにコンサート ホールに変えてしまいます。7 x 25 W と 2 x 70 W のアンプ、全部で 13 個のスピーカーはアルミ製ダイアフラムが組み込まれて、完璧なバランスのサウンド体験を提供し、LOGIC7 イコライザー コンセプトによりサラウンド サウンド効果を持つ最適なハーモニーが得られます。スピーカー システムでは、フロント シートの下に 2 個の 210 mm センター ウーファー、ドアミラー トライアングルとサイド パネル内に 4 個のツィーター、ドアおよびサイド パネルとリア シェルフに 2 個の 100 mm サブウーファー、インストルメント パネルのセンターに 1 個の 100 mm センター スピーカーが組み込まれています。 

デジタル化により最高音質のサウンドを提供

TOP HiFi システムに採用されている LOGIC7 コンセプトは、これまでは定置式のトップエンド プロフェッショナル システムにしか使われていませんでしたが、原音に忠実なサウンドを提供します。この質の高いサウンドを実現するために、アナログまたはデジタル ステレオ録音された原音の信号から、マトリックス回路で 7 つの個別信号を作り出し、室内の構成に合わせて特殊な処理をします。
オリジナル サウンドにできるだけ近い立体的なサウンド効果を実現するために、LOGIC7 は各ステレオ サウンド情報に含まれる立体音響効果情報を利用し、これを 2 つの重要な音響ディメンションに分解します。それはオリジナル サウンドが作り出された場所、およびサウンドが現在再生されている場所、すなわちアコースティック環境です。
これにより、音響の立体感が一段と増し、解像度が向上し、聴き手には個々の音源の位置を正確に感じ取れるようになります。特に、通り過ぎる車両などの移動音源の音は、これまでにない臨場感あふれる再生が可能になります。走行ノイズによって引き起こされる障害や妨害は、速度対応式イコライザー機能によって効果的に補正されます。
情報とエンターテインメントのための最新テクノロジー
ニュー 6 シリーズには、BMW ビジネス ラジオと CD プレーヤーが標準装備されています。オプションで提供される Professional ラジオは、オーディオ CD と CD-ROM の両方に対応した再生装置を内蔵し、MP3 CD のデータ ファイルも再生できます。このラジオ システムは、6 シリーズで装備可能な 2 つのナビゲーション システムの一部です。
オプション：グローブ ボックス内の CD チェンジャー

オーディオ システムを補完するオプションとして、特にスムーズで静かな操作が可能な 6 連奏 CD チェンジャーがあり、ドライバーと助手席の乗員のどちらからもコントローラーとコントロール ディスプレイを介して操作できます。またCDを交換しやすいように、本体はグローブ ボックスの中に収納されています。
DVD ナビゲーション システム （日本仕様とは一部異なります）
BMW のニュー 6 シリーズには、DVD を利用したナビゲーション システムが、Professional ラジオ システムと M-ASC（MMI オーディオ システム コントローラー）とのセット オプションとして提供されます。このシステムを使用することで、音声メッセージと矢印表示による目的地への誘導が行われます。設定次第で、進行方向の案内矢印をヘッドアップ ディスプレイに表示させることもできます。ナビゲーション システムは、さらにデジタル データ放送としてラジオ局から流される最新の交通情報（RDS-TMC）も利用しています。選択されたルートと、そのルートの交通状況に関するメッセージをドライバーに知らせるほか、ドライバーの希望をルート探索に反映させる機能もあります。
ドライバーはまた、ダイナミック ルート ガイダンスを選択し、システムに最善のルートを自動計算させることもできます。ルート選定に当たっては、そのルートの混雑状況も考慮されます。混雑が伝えられていても、そのルートが最速の選択であるとシステムが判断した場合には、システムからドライバーにその旨アドバイスされます。またその他に、DVD ナビゲーションで計算したルートをメモリーに保存しておくことができます。ルート計算が一段落したら、DVD をドライブから取り出し、代わりに、たとえばオーディオ CD を挿入することができます。
音声メッセージとデジタル マップによる目的地入力が可能な
TOP ナビゲーション

この TOP ナビゲーション システムには、カー コミュニケーション コンピュータ（CCC）システム マスター（ポジショニング モジュールを含む）用のソフトウェア アプリケーションが含まれています。この場合、ベーシック ナビゲーション システムによって提供される主な追加機能には、音声メッセージまたはマップ ディスプレイによる目的地の入力、他のルート探索基準の適用、電話機能を使った、興味あるリンク ポイントの選択と詳しい情報があります。交通情報はマップにも示されるので、ドライバーは現在の位置についての正確な情報を知ることができます。
Bluetooth テクノロジーを採用した電話システム

電話を取り付ける際のお決まりの準備（テクノロジーの第 1 段階であるアンテナとハンズフリー操作を含む）はさておき、BMW は第 2 段階として、車両に取り付けられているデュアル バンド電話に代わるものを提供します。これは、使いやすく、技術革新が進んでも陳腐化しにくいソリューションで、携帯電話の車両への組み込みを可能にします。Bluetooth インターフェースを持つ汎用携帯電話取り付けキットを使えば、Bluetooth 対応のすべての携帯電話を、BMW のカー エレクトロニクス システムにコードレスで接続できます。少なくとも、原理的にはそうなります。携帯電話を持って車両の受信エリア（周囲約 10 m の範囲）に立ち入ると、携帯電話がシステムに自動的に登録されます。
Bluetooth 経由で携帯電話が接続された後、ドライバーはマルチ ファンクション ステアリングと車載ディスプレイを通じて安全かつ快適に電話を操作でき、ハンズフリー トーク機能も 100 ％使えます。良好な受信状態を得るため、外部アンテナと接続された、便利で使いやすいはめ込み式携帯電話アダプターがセンター コンソールにあり、これは各種の携帯電話と完全に適合しています。
電話帳、トップ 8 リスト、リダイアルなどの重要なデータは、オンボード システムと同期化されます。このシステムでは 4 台までの携帯電話を使用できます。携帯電話のバッテリーは、はめ込み式アダプターを使って充電します。顧客が携帯電話を買い換えたときに行わなければならないのは、既存のアダプターと交換することだけです。
第 3 の選択肢として車両に直接取り付けるデュアル バンド電話には、Bluetooth 技術で基地局と通信するコードレスのハンド セットが付属します。ハンドセットによる使用可能エリアは車両の周囲 10 m 以内です。便利な機能の有効範囲は、Bluetooth 携帯電話の場合と同じです。
車にダイレクトなサービスを提供する BMW Assist

広範囲のテレマチック機能の一環として、オプション提供の BMW Assist は BMW 6 シリーズ クーペのドライバーに、走行快適性と走行安全性を向上するさまざまなサービスを提供します。このために必要なソフトウェアは、電話機本体に直接組み込んであるため、BMW Assist に必要なのは、システム マスターとしての Professional ナビゲーション システムとカー コミュニケーション コンピュータ、そして車両へ電話をインストールすることだけです。 BMW Assist 機能は、コントローラーかコントロール ディスプレイから操作します。
エマージェンシー コール機能 – 最も重要な装備
BMW Assist から提供されるサービスのうち、顧客の目に最も重要なサービスとして映るのは、エマージェンシー コール機能です。これは、ルーフ ライナーにあるエマージェンシー ボタンを介して手動で作動させるか、エアバッグ センサーによって自動で作動するかして、サービス センターを呼び出します。どちらの場合も、サービス センターがただちに救助活動を開始し、車両データと現在位置の情報を地域の救助サービスに転送します。救助サービスは速やかに車両の位置を突き止めて、必要な処置を講じます。
BMW ブレークダウン サービス：迅速なしかるべきアシスト

BMW ブレークダウン サービスを作動させると、車両のデータと現在地の情報がサービス センターに送られ、そこからさらに BMW サービス モバイルに転送されます。そこで直接話ができるようになるので、ドライバーは故障専門家に状況を詳しく説明できます。
まったく問題なく交通渋滞を避ける V-Info plus 

V-Info plus は BMW Assist から提供される重要な機能のひとつです。コントローラーとコントロール ディスプレイを介して、ドライバーは交通情報メニューで交通渋滞に関する情報を呼び出すことができます。現在、この情報では渋滞の長さと原因、そして渋滞に巻き込まれる手前の抜け道を知ることができます。これに使用する情報源は、10 分ごとに更新される公式レポートです。情報はドライバーの要望に応じて、テキスト メッセージ、マップ形式の図、音声メッセージのいずれかで伝えられます。ドライバーがルートを変更すると、ナビゲーション システムは新しいルートを計算し、結果をスクリーン上に表示します。
照会プラス – パーソナル アドバイスはいつもベストの解決策

コントロール ディスプレイの照会プラス メニューをクリックすると、ドライバーはサービス センターの専門家と直接話ができるようになります。モビリティー サポートに基づくこの照会サービスは、あらゆる種類の役に立つカテゴリー（ホテル、レストラン、給油所、任意の都市や地方で現在上映中の映画や劇場の演目）を含む 3500 万以上の登録で構成されています。その他のオプションとして、適切な目的地調整を SMS によって車両に送信するサービスがあります。この場合、その情報はオンボード ナビゲーション システムによる目的地案内に引き継がれます。
SMS を介して電話番号を示す BMW 

BMW Info インターネット アプリケーションは SMS テクノロジーに基づいています。このサービスを使用することで、ドライバーは目的地案内と電話番号を BMW Assist インターネット ページから直接車両に送ってもらうことができます（ジオコード使用）。
顧客の要望に応えるインターネット サービス用の BMW Online

BMW Online を利用することにより、顧客は走行中に広範囲のインターネット ベース サービスにアクセスしたり、また同時にオンボード インフォテインメント システムの他の機能を活用したりすることができます。たとえば、BMW Online を利用すると、音楽を聴きながら同時に株式市場の最新ニュースを呼び出すことができます。BMW Assist の場合と同じく、ご利用に際して事前に行わなければならないことは、ナビゲーション システムと電話のインストールです。
BMW Online は、6 シリーズのオンボード快適装備とほとんど同じように、コントローラーまたはコントロール ディスプレイから直感的に操作できます。BMW Online から提供される一般的な特徴のひとつは、広範囲のモビリティー サービスです。たとえば、収容台数が約 2,500 台の現在利用可能な駐車場の情報を提供する駐車場情報サービス（ドイツの 84 の都市と 20 の空港で約 600,000 箇所の駐車場を含む）などがあります。BMW ディーラー ネットワークが提供するその他のサービスとしては、電話番号案内とイエローページ、地域ベースの緊急薬剤師サービス、ホテル、レストラン情報などがあります。
いつでも良好な接続を保証する高性能アンテナ

さまざまなマルチメディア サービスをいつでも確実に、障害を受けないで受信できるように、ニュー 6 シリーズは精巧なアンテナ コンセプトを採用しています。
このシステムは、リア ウィンドウ デフロスターに組み込まれたアンテナ ユニット（ラジオ受信用に最低 9 本のアンテナを装着）で構成されています。デフロスター用に供給される電圧をアンテナ用にも利用しているわけです。受信に必要なアンテナ アンプは、特に中波帯域の受信状態を最適化できるように、すぐ近くの左側 C ピラーのインテリア ライニングの下に収納されています。第 2 のアンテナ システムは、電話と GPS ナビゲーション受信およびデジタル波受信用の 3 本のアンテナで構成されており、SMC プラスチック製トランク リッドに取り付けられています。
11.
BMW クーペの伝統：
6 シリーズと傑出した初代モデル

BMW は、その伝統として、スポーツ パフォーマンス、パワー、エレガンスという特徴をもった車両の生産を続けてきました。そして、このような特性を最もよく兼ね備えているのが BMW クーペなのです。ニュー 6 シリーズ クーペが、白と青のエンブレムを胸に、誇らしげに多くの輝かしい先代モデルを振り返るのも驚くことではありません。
クーペ ボディをまとったクルマは、自動車そのものと同じくらい古い伝統があるのです。しかし、クーペは今日でこそ、洗練された、エレガントでダイナミックな、そして贅沢なクルマと見なされているものの、かつてはサルーンに代わる安価なクルマというイメージが強かったものです。それで昔は、クーペのことを、シート 2 個と小さなトランク ルーム 1 個に制限された「小さなモデル」と言われることがありました。
クーペ – プレミアム クラスの本命が登場

しかしこの状況は、1920 年代の終わり頃に一変しました。ますます豊かになっていく資産家たちが、コンパクトで軽いクーペは大きくて重いサルーンより速く走れることに気づいたのです。つまりサルーンはクーペのテール ライトを見ながら走るというわけです。それからたちまち、この速くて俊敏なスポーツ クーペは上流階級の顧客たちから圧倒的な支持を受けました。こうしてドイツの自動車メーカーはこぞって、顧客の需要に応えるため、次から次へと市場にクーペを送り出していきました。
最初の「真の」 BMW クーペ、他を寄せつけない独自性

正確に憶えていますが、BMW は 1931 年に最初の「真の」クーペを市場に導入しました。BMW 3/15 DA 4 の特別仕様です。当時はまだ「オースチン セブン」で有名なオースチン ブランドのライセンスに基づいていたので、このクーペは「高額の」100 .- ライヒスマルクもしました。これは対応するサルーンよりも高価で、ここにも当初からクーペが持っていた独自性が現れています。その結果、1931～1932 年の短い期間で生産され、やせたワイヤ ホィールの上にのった、地味でさえあるこのモデルを 210 人の顧客が選んでくれたのです。
そしてついに 1938 年、BMW 327 クーペが BMW 最初の大型クーペとして市場デビューを果たしました。これまでで最も美しいクルマとして今日でも高い評価を受けているこの 6 気筒エンジン搭載車は、ニュー 6 シリーズの最も古い「直系の」モデルです。エレガンス、パワー、そしてダイナミック パフォーマンスに満ち溢れた初代モデルが、BMW の歴史の中で時を待ちながら、今ようやく最新のクーペを迎えたのです。
BMW 327/328 – 非の打ち所のない勝利者

バロン フシュケ フォン ハンシュタインなる 30 代のレーサーは、327/328 クーペを我がものにできたわずか 86 人の幸運な購入者たちの一人でした。327 クーペがこのように少数台数しか販売されなかったのには理由がありました。この 80 ps、140 km/h のスポーツ モデルにつけられた値段は 8,000 ライヒスマルクを超える高値で、高級なグランド ツーリング カーの実に 2 倍以上でした。他に当時高級な BMW クーペとして 1 度だけ生産されたのが BMW 328 クーペ ツーリングです。そしてこの最高出力 135 ps、800 kg の BMW 328 クーペはルマンでクラス勝利を収めたのに加えて、1941 年にはマイル レースで総合優勝を果たしました。
1950 年代初期：バロック エンジェルの発表と BMW 503

第 2 次世界大戦の後、顧客は 1954 年まで待たなければなりませんでした。そしてようやく BMW クーペが BMW 501の改良型として、激しい爆弾攻撃にさらされた工場ホールから姿を現しました。まだ戦前の技術に支えられたシャーシとエンジンを搭載したこのクーペは、その華やかな外観により、「バロック エンジェル」という名でよく知られるようになりました。
BMW 501 とその姉妹モデル BMW 502（V8 パワー ユニットを搭載）の販売台数は、クーペ バージョンの 30 台でした。これも、およそ 20,000マルクという価格を考えれば驚くべきことではありません（当時で 1 件の家が買えるくらいの値段です）。
1956 年に市場導入された BMW 503 クーペは、V8 パワー ユニットを搭載し、当時の考えられるあらゆる贅沢（レザー装飾やパワー ウィンドウ）を身にまとって、BMW が伝統的なクーペの美学を忘れたのではないことを証明する形となりました。傑出したデザイナー、アルブレヒト グラフ ゲルツは、このエレガントな傑作の流れるラインを担当しました。デザインの巨匠ライモンド レビィの弟子であったゲルツは、507 ロードスターと今述べた 503 クーペで実に見事な、印象に残るクルマを創り出しました。問題といえば、当時 30,000マルクで販売された 503（生産台数 273 台）を購入する余裕があったのがごくわずかの人たちであったということです。
とても大きく見える小型クーペ

1959 年、BMW は小型クーペに立ち返り、白と青のエンブレムを採用しました。イタリア人デザイナー、ジョバンニ ミケロッティのデザインによる BMW 700 CS がそれです。地中海の魅力が詰まったこの小型 2+2 シートは、まさに時代に適ったモデルで、BMW のオーダーブックを埋め尽くすほどの成功をおさめました。1962 年、有名なカロッツェリア、ヌッチョ ベルトーネが BMW のためにデザインした 3200 CS ラグジュアリー クーペが加わりました。およそ 600 台の生産後、1965 年にこの伝統的なイタリア車は BMW 2000 CS に取って代わられ、その後、2800 CS と 3.0 CSi が続きました。BMW はラグジュアリー レンジに戻ってきたわけです。
1970 年代は、レース場でカラフルな「メーキャップ」を施した BMW マッスル カーが、競争相手に何度も巨大なリア スポイラーを見せつけました。ハンス ヨアヒム シュトュック、ブライアン レッドマン、ロニー ペーターソンなどのレーサーが BMW クーペという駿馬を自在に操ったのです。
6 シリーズ –  BMW の歴史の中でもっとも成功したクーペ

熱狂的な年月は 70 年代中ごろに終わりを告げました。BMW はエレガントなラグジュアリー  クーペとして控えめなデザインの 6 シリーズを発表しました。これが大成功を収め、1989 年までに 86,000 台以上という驚異的な販売台数を達成しました。BMW クーペが市場でこれだけ成功した例はありませんでした。
1990 年代に入ると 8 シリーズ クーペが登場し、31,000 台以上が販売されました。このクーペに搭載された 8 気筒および 12 気筒のパワー ユニットは、8 シリーズを 250 km/h までスムーズに加速するというすばらしい能力を発揮し、熱烈なファンの前にかつて経験したことがないようなモータリングの世界を示しました。こうして 8 シリーズはテクノロジーの分野で BMW クーペの歴史の中に重要な指標を築いたのです。
12.
BMW ニュー 6 シリーズの
市場における位置づけ

時代を振り返ってみると、BMW は長年にわたって数多くの大型クーペを生産してきたことが見て取れます。これらのクーペは常に、その時代の先頭を走るクルマ、エレガンスとデザインの模範となるモデル、そして何よりも優れた走行を実現するマシンでありました。ニュー 6 シリーズは、この脈々と続いてきた先代モデル シリーズの輝かしい後継モデルで、デザインと最先端技術の道を新たに切り開きました。
市場

BMW ニュー 6 シリーズはラグジュアリー セグメントに属します。同じセグメントでこれの 4 ドアに相当するのは、BMW 7 シリーズです。正確に言えば、この市場セグメントは世界中で大きな成長を遂げています。ラグジュアリー クーペとカブリオレの販売台数は、1999 年から 2001 年にかけて 48 ％以上の伸びを示しています。これはさらに伸びることが予想されます。
この上向きの発展は、とりわけBMW にとって非常に重要な米国市場で顕著な現象です。この市場では、クーペとカブリオレが常に重要な役割を果たします。今後、ニュー 6 シリーズも米国市場では大きな役割を担うものと思われます。他の主要なクーペ市場、ドイツ、英国、スイス、および日本でも、ニュー クーペは指導的なポジションにつくものと予想されます。
ニュー 6 シリーズの直接の競合車は、世界市場にすでに出回っている大型のラグジュアリー スポーツ クーペで、特にドイツ、英国、イタリアの有名ブランド車が対象となります。米国では、さらに日本製のより高価な競合車が絡んできます。
マーケティング目標

BMW がニュー 6 シリーズ クーペの導入により、このセグメントで再び積極的な役割を担い、市場で大きなシェアを確保することを目標としていることは言うまでもありません。販売目標は大いに意欲的で、1976–1989 年に約 86,000 台を販売した初代 6 シリーズ、および 1990 －1999 年に約31,000 台を販売した 8 シリーズを超えることです。
品質の点で見れば、BMW ニュー 6 シリーズは、高級さ、美しいデザイン、スポーティなパフォーマンスの点で模範モデルとなります。特に明確に示されたスポーツ性は、直接の競合車（もっぱらスポーツ モータリングに焦点を当てている他の競合モデルと近い位置にいる）からこの新しいハイパフォーマンス クーペをはっきりと際立たせています。
正確に言うならば、BMW にとってこれは、他社メーカーのオーナーを取り込む販売展開のための非常に大きな潜在能力です。ここでニュー 6 シリーズは、BMW ブランドの大使としてたいへん重要なポストを担うことになります。
ターゲット グループ.

BMW ニュー 6 シリーズ クーペの「標準的な」購入者は、主に 40–55 歳の男性グループです。このグループの人たちはたいてい成功して一本立ちした事業家で、このクラスのクルマで走りを楽しんで、少し羽目をはずしたいと思っています。すぐれたデザインと究極のパフォーマンス、そしてブランド ステータスは、無限の信頼性と毎日のすぐれた運転特性とあいまって、このターゲット グループに大きな購買動機を与えます。
13.
ニュー 6 シリーズの生産

BMW ニュー 6 シリーズは、BMW Group の全世界に広がる生産ネットワーク（24 拠点以上を含む）の最大の生産拠点、ディンゴルフィング工場で生産されます。ここでは約 23,000 人の従業員（その 80 ％が熟練工）がすべての工程で高いフレキシブル性を保ちながら 1 日に 1,250 台以上を生産しています。
優れたマルチ ステージ システムによる品質管理により、どの車両も工場から出荷される前に、生産プロセスのすべてのステップで決められた数のテストを必ず受けることになります。これにより「メイド バイ  BMW」が保証されるのです。
いつでも品質優先

生産時の品質管理には、多くの経験とノウハウの他に、完成したプロセスの適切な使用、ハイテク機器の効果的な利用が必要です。正確に言うと、これまで医療技術のような分野でのみ導入されていた複雑な技術が、今日では自動車の分野でもますます利用されるようになり、自動車生産における品質が保証されるようになりました。現在、超音波、赤外線、レーザー技術、内視鏡装置、コンピュータ トモグラフィー（CT：断層撮影）の利用も、自動車生産ではまったく一般的となっています。そして各種素材の「インテリジェントな」組み合わせに関する新しい素材コンセプトは、デザインの要求と絡み合って、品質の専門家に何度もあらゆるノウハウを頼ります。
例：ボディ生産において調和の取れた精度を実現するインライン測定技術

スムーズで均一な、調和の取れたジョイントとシームは、最初に見たときに感じる印象に大きな影響を及ぼします。そのため、BMW の生産に携わる専門家は、6 シリーズに完璧な寸法を与えるためにあらゆる努力をしました。
すべてのボディはボディ ショップで完全に自動測定され、車両寸法に関する広範囲のデータが提供されます。現場で測定されたこのデータはその後、組立て部に直接伝えられ、他のモジュールと部品を取り付けるときの入力データが提供されます。その結果、完全に調整されたホワイト ボディが出来上がり、すべての追加コンポーネントを取り付けて最適なジョイントとシームを施すことが可能となります。
超精密な CNC 制御の測定機器を使用して、ボディ ショップの測定ラボの専門家が検査を行い、BMW 6 シリーズのホワイト ボディについて、最低 4,051 箇所の測定ポイントをチェックして評価します。このデータは、許容誤差をチェックする継続分析用の基礎データとして、また直接生産ラインに組み込まれたロボット テスター用の基準値として使用します。BMW 6 シリーズの場合は、13 のインライン測定ロボットがラインを下に移動しながらボディの 360 箇所のポイントを測定します。直接生産フローに対して行われるので 100 ％の正確さが保証されます。
素材のインテリジェントな組み合わせによる表面マッチング

6 シリーズの傑出した走行特性をあらゆる点で保証するために、BMW の専門家は各ボディ コンポーネントに対して、要求される特性に完全に適合するよう適切な素材を選択します。そして厚さの異なるスチールを使用したり、ドアにはアルミニウム、サイド パネルには熱可塑性樹脂、トランク リッドにはグラスファイバー強化複合材を使用したりして、素材を適切に組み合わせます。したがって、さまざまなコンポーネントを、後の外観や実用面を考えて理想的に構成するプロセスは、最初からボディ ショップで行われます。
実際には、これはどういうことでしょうか？　ジョイント、ラジアス、エッジは、使用された素材に応じて、外観と性質を変化させます。つまり、使用された素材に関わらず、すべてのコンポーネントで最高の調和を保証するには、表面マッチングが必要なのです。その後、この任務はペイント ショップに引き継がれます。素材の種類がさまざまなので、ペイントとカラー リングには時間を要します。
最後の工程は組み立てです。ここでは、車両に追加されるさまざまなコンポーネントをマッチングすることによって、再度調和を達成する必要があります。このマッチング プロセスで基本目的が果たされることにより、車両のすべてのコンポーネントは完全に調和の取れた全体を形成して顧客の前に姿を現します。
ビジネスは人次第、大切なのは従業員

品質管理は、すべてのジョブ プロセスで要求される高いレベルの品質と完成度を会社の従業員がしっかりと意識している場合にのみうまくいきます。BMW Group 内では、この最高の品質を目指す姿勢は長い伝統を持っています。これは BMW の社風といってもよく、新人や上級のトレーニングではいつも目標として掲げられ、磨きをかけられ、強調されます。たとえまだ新車の発表段階であっても、アクティブ ステアリング、ダイナミック ドライブ、アダプティブ ヘッドライトのように要求事項の多い技術システムには、最高の技能をもった従業員が求められるので、あらかじめ適切なトレーニング戦略を展開していく必要があります。こうした理由で、BMW における情報化とトレーニングは、プロトタイプ生産の初期段階からでも開始されます。最終的には数千人にのぼる人々が、「メイド バイ BMW」の BMW ニュー 6 シリーズが出荷される前に多大な貢献をすることになるのです。




































